
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界

－
私
的
独
占
よ
り
国
家
独
占
へ
の
移
行
法
則
と
し
て
－

手
　
島

正
　
毅

　
　
　
　
　
　
　
《
は
　
し
　
が
　
き
〉

　
か
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
ノ
ー
ト
」
の
な
か
で
、
利
潤
率
傾
向
的
低
落
の
法
則
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
と
め
て

い
る
。

　
　
「
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
み
て
、
近
代
の
経
済
学
の
も
っ
と
も
重
要
な
法
則
で
あ
り
、
そ
し
て
も
っ
と
も
困
難
な
関
係
を
理

　
解
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
本
質
的
な
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
見
地
か
ら
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
単

　
純
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
ま
で
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
ま
し
て
意
識
的
に
聖
言
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
法
則
で
あ

　
（
１
）

　
る
。
」

　
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
法
則
を
展
開
す
る
な
か
で
、
資
本
家
自
身
に
よ
っ
て
歴
史
的
発
展
の
な
か
に
ひ
き
い
れ
ら
れ
た
生
産
諾
力
の
発

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

展
が
「
一
定
の
点
を
こ
え
る
と
、
資
本
の
白
己
増
殖
を
措
定
す
る
か
わ
り
に
止
揚
す
る
と
い
う
こ
と
。
一
定
の
点
を
こ
え
る
と
、
生

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
肌
止
要
困
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
　
　
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
　
二
）

産
諸
力
の
発
展
は
資
本
に
と
っ
て
制
限
と
な
る
」
こ
と
の
中
心
法
則
と
し
て
と
り
あ
っ
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

本
論
」
で
は
こ
の
法
則
を
主
と
し
て
平
均
利
潤
率
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
て
お
り
、
独
占
利
潤
と
か
ん
れ
ん
し
て
は
、
阻
止
要
囚
と
し

心
小
鮎
面
ｐ
ひ
い
心
小
恥
ご
く
簡
単
に
指
摘
す
る
に
．
と
ど
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
独
占
利
潤
率
が
も
し
低
下
傾
向
を
も
た
な
い
と

す
れ
ば
、
私
的
独
占
が
国
家
独
占
に
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
利
潤
率
低
下
法
則
が
中
心
的
法
則
と
し
て
の
役
割
を
は
た
さ
な
い
こ
と

に
た
る
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
う
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
ア
ソ
ト
ニ
オ
・
ペ
ゼ
ソ
テ
イ
、
最
近
で
は
ル
デ

ィ
ー
・
グ
ユ
ソ
デ
ル
、
ホ
ル
ス
ト
・
ハ
ィ
ニ
ソ
ガ
ー
、
ク
ル
ト
・
ツ
ィ
ー
シ
ャ
ソ
ク
等
の
論
者
に
よ
っ
て
、
低
下
法
則
が
国
家
独
占

へ
の
中
心
的
移
行
法
則
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
独
占
資
本
の
内
蔵
す
る
二
者
対
抗
性
か
ら
独
占
利
潤
率
が
傾
向
的

に
低
下
す
る
必
然
性
の
論
証
は
さ
れ
て
い
た
い
。
そ
の
論
証
に
。
あ
た
っ
て
は
、
資
本
主
義
の
独
占
段
階
に
お
け
る
、
独
占
利
潤
の
法

則
と
平
均
利
潤
の
法
則
と
の
相
互
関
係
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
法
則
が
よ
っ
て
た
つ
商
品
生
産
を
規
定
す
る
基
礎
的
諸
法
則
を
あ
き
ら

か
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
占
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
を
証
明
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
法
則
の
内
的
連
関
を
あ
き
ら
か
に
し

な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
は
か
な
り
複
雑
で
難
解
な
、
い
く
つ
か
の
未
解
決
の
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
わ
た
く
し
は
本
稿
で
は
、
右
の
諸
課
題
を
念
頭
に
お
い
て
、
資
本
主
義
の
独
占
段
階
に
お
げ
る
、
市
場
価
値
．
価
格
と
生
産
価
格

・
独
占
価
格
と
の
内
的
連
関
、
独
占
利
潤
法
則
と
平
均
利
潤
法
則
と
の
併
存
の
必
然
性
、
独
占
利
潤
と
利
潤
率
低
下
法
則
と
の
内
的
連

関
、
を
素
描
し
つ
つ
、
最
後
に
資
本
主
義
が
お
な
じ
私
的
独
占
の
基
礎
上
で
国
家
独
占
へ
と
志
向
す
る
発
展
傾
向
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
１
　
市
場
価
値
・
価
格
と
生
産
価
格
・
独
占
価
格
と
の
内
的
連
関

　
　
皿
　
同
一
生
産
部
面
に
お
け
る
不
完
全
独
占
と
「
限
界
原
理
」

　
　
皿
　
独
占
利
潤
と
利
潤
率
低
下
法
則

　
　
Ｗ
　
国
家
独
占
へ
の
移
行
の
中
心
法
則



　
　
　
　
　
　
　
１
　
市
場
価
値
・
価
格
と
生
産
価
格
・
独
占
価
格
と
の
内
的
連
関

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
〈
モ
デ
ル
ー
Ｖ
を
参
考
に
し
て
、
独
占
段
階
に
お
け
る
市
場
価
値
・
価
格
、

互
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
｛
斗
、
・
こ
Ｖ
葦
書
・
貯
廉
責
事
・
淳
三
昌
奉

生
産
価
格
お
よ
び
独
占
価
格
の
相

，
ｒ
黒
書
き

Ｅ
　
誇
　
　
含
　
　
含

丁
蔓
　
｛
匡
　
隻
　
含
　
含

ｃ
。
一
婁
今
プ
ｅ
沃
嘗
へ
皇
、
求

ヒ
　
以
旨
｝
■
ｅ
ド
嘗
含
素
、
訴

“
－
Ｔ

膚

蔓
　
コ
　
誇
　
含
　
兼

蔓
１
；

×
Ｂ

Ｏ
。
○
○
Ｏ
＋
Ｎ
○
○
く
十
Ｎ
○
○
ヨ

－
Ｏ

○
。
○
ｏ
＋
Ｎ
○
く
十
Ｎ
○
昌
１
１
旨
○

－
８
１
ｌ
ｏ
。
○
ｏ
＋
Ｎ
○
く
十
８
８

崖
０
１
Ｉ
ｏ
。
○
ｏ
＋
い
ｏ
く
十
の
○
昌

－
○

。
。
○
○
Ｏ
＋
Ｎ
Ｏ
Ｏ
＜
十
〇
〇
〇
昌

十
仁
○
○

（
り
、
Ｎ
○
決
）

（
り
、
８
浪
）

（
り
、
ｏ
○
浪
）

と
－

５
０
０
０
＋
ｏ
○
○
＜
十
〇
〇
〇
昌

い
○

ｏ
。
○
ｏ
＋
ｃ
。
○
＜
十
ｃ
。
○
昌
１
－
崖
○

崖
－
１
Ｉ
ｏ
。
○
ｏ
＋
ｃ
。
○
く
十
。
。
Ｈ
昌

お
仁
１
ｌ
ｏ
。
○
ｏ
＋
ｏ
．
ｏ
く
十
塞
昌

Ｎ
○

崖
○
○
Ｏ
＋
◎
○
○
＜
十
仁
Ｏ
。
○
昌

１
富
ｏ

（
り
、
ミ
決
）

（
り
、
８
凛
）

（
り
、
ｓ
決
）

と
Ｎ

崖
○
○
〇
十
。
。
○
○
＜
十
。
。
○
○
昌

Ｎ
○

ｏ
。
○
ｏ
＋
仁
○
＜
十
』
○
昌
１
Ｉ
Ｈ
ｏ
○

Ｈ
邊
１
ｌ
ｏ
。
○
ｏ
＋
仁
○
＜
十
ｃ
。
｛
昌

Ｈ
畠
１
Ｉ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
＋
レ
○
く
十
塞
昌

Ｎ
○

…
　
　
ｊ

仁
○
○
○
〇
十
崖
○
○
＜
十
崖
Ｏ
○
昌

－
Ｎ
０
ｏ
○
　
　
ヨ

（
ｏ
、
・
。
・
。
浪
）

（
り
、
８
決
）

（
り
、
ｓ
決
）

仁
Ｏ
○
○
Ｏ
＋
崖
○
○
＜
十
崖
○
○
昌

○

〔
時
〕

Ｈ
．
去
汁
吊
叫
濤
享
－
川
晦
コ
菖
へ
冒
一
上
Ｎ
む
↓
一
」
～
屋
甘
片
Ｑ
＾
一
－
、
汁
一
清
さ
」
～
屋
ｅ
一
談
薫
↑
嘗
』
（
昇
竈
Ｌ
い
椋
訣
脈
、
－
、
未
ル
『
］
い
渋
蔭
、
匡
、
』
書
杜
康
誉
Ｎ
巾
｝
阜
実
）
ト
Ｇ
蜆
こ
こ
。
刊
加

　
　
斗
胃
～
岸
」
一
Ｑ
）
｝
口
．
旧
｝
鼻
ド
ｏ
）
～
｝
さ
二
片
小
Ｑ
）
糾
糾
ｏ

ド
　
旨
＼
＜
Ｈ
］
１
０
０
凛
ｏ

・
。
．
×
８
１
１
誉
氏
嵩
ヨ
崔
一
と
・
１
１
￥
誉
｝
童
昌
（
｛
一
し
二
沖
小
き
～
、
き
口
蔓
雲
７
勺
邑
霧
寮
耳
リ
一
ｅ
轟
）
一
「
序
黒
雲
目
」
蓼
串
ド
鳥
肇
］
ｄ
貫
芦
く
一

　
　
「
ｄ
曽
島
レ
レ
Ｑ
）
ｐ
鳥
虫
竺
＝
」
ｅ
〔
～
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崖
Ｏ
Ｏ
Ｂ

卜
半
芯
さ
葦
辱
衣
８
虫
１
１
　
　
　
　
。
判
む
さ
営
１
ｌ
Ｓ
温
（
ｏ
＋
く
）
×
ｏ
８
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
○
Ｏ
Ｃ
ｏ
＋
］
．
０
０
０
＜

閉
．
　
（
ヒ
〆
－
昌
ｅ
¢
９
箏
｛
叫
首
｛
｝
含
ユ
、
ぶ
餅
＊
“
ｅ
↓
匡
皇
＝
自
べ
旨
］
．
ｏ
○
～
〔
糾
ｄ
０
Ｇ
」
」
斗
、
汁
～
映
一
Ｎ
り
目
一
十
（
Ｈ
¢
○
１
一
Ｎ
ゆ
）
Ｈ
ｏ
○
昌
～
「
－
〔
駄
汁
刈
｝
さ
ぴ
斗
一
」
～
雷
ｏ

　
　
．
．
．
　
以
身
｝
一
、
こ
菌
｝
匡
キ
一
」
｝
Ｅ
一
片
ｏ
Ｏ
Ｈ
昌
Ｉ
Ｎ
０
昌
１
Ｉ
ｃ
〇
一
昌
ｏ
（
ヒ
ｅ
×
ケ
ー
　
＊
“
ｅ
上
Ｎ
む
さ
」
～
凄
～
犬
Ｎ
Ｎ
決
一
叫
、
以
旨
｝
さ
」
～
匡
～
「
－
〔
、
｝
嗜
ｐ
産
デ
映
さ
小
去
妄
庄
量
ざ
｝
餅
ト
じ
；
ソ

　
　
汁
メ
“
一
）
（
“
ｅ
さ
」
～
毒
」
ら
Ｑ
）
一
）
百
鳩
痔
去
｝
〔
汁
ｃ
ノ
叫
か
上
Ｎ
む
ｖ
衣
ｏ

利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
「
と
し
で
．
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
　
　
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
　
四
）

　
第
一
に
、
独
占
と
非
独
占
の
両
生
産
部
面
に
お
げ
る
似
「
個
別
価
値
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
部
面
に
お
い
て
、
標
準
的
生
産
条

件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
大
量
の
市
場
価
値
を
代
表
し
、
閉
「
競
争
下
の
実
現
価
格
」
は
各
生
産
部
面
で
形
成
さ
れ
る
市
場

生
産
価
格
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
、
市
場
生
産
価
格
が
形
成
さ
れ
る
と
、
胸
「
競
争
下
の

実
現
価
格
」
は
市
場
価
値
よ
り
も
Ｍ
部
面
で
は
大
き
く
、
払
・
砧
で
は
小
さ
い
。
す
な
わ
ち
、
市
場
生
産
価
格
は
市
場
価
値
に
と
っ

て
か
わ
り
、
市
場
価
値
よ
り
遊
離
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
「
…
・
…
二
」
こ
で
市
場
価
値
に
っ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、
生
産
価
格
に
っ
い
て
も
、
こ
れ
が
市
場
価
値
に
と
っ
て
代
っ
た
と
き
に

　
当
て
は
ま
る
。
生
産
価
格
は
各
生
産
部
面
ご
と
に
調
整
さ
れ
ま
た
特
殊
的
諾
事
情
に
応
じ
て
調
整
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ

　
白
身
は
ふ
た
た
び
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
日
々
の
市
場
価
格
が
動
き
、
ま
た
そ
れ
に
日
々
の
市
場
価
格
が
一
定
期
問
中
に
平
均
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
れ
る
中
心
で
あ
る
。
」

　
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
市
場
生
産
価
格
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
市
場
価
値
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
市
場
価
格
変
動
の
中
心
に
な
っ
た
と

き
、
は
た
し
て
、
市
場
価
値
は
消
減
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
の
こ
る
。
も
し
市
場
価
値
が
消
減
す
る
と
す
れ
ば
、
市
場
生
産

価
格
の
価
値
内
容
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
変
化
を
う
げ
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
こ
の
設
問
に
答
え
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

〈
モ
デ
ル
ー
Ｖ
の
し
め
す
と
お
り
、
生
産
価
格
は
た
し
か
に
市
場
価
値
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
市
場
価
値
は
歴
史
的
に
は
自
由
競
争

が
支
配
的
と
な
る
以
前
の
段
階
で
形
成
さ
れ
た
商
品
価
値
の
よ
り
展
開
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
い
ま
市
場
価
値
が
商
品
の
市

場
価
格
変
動
の
中
心
的
規
制
者
と
し
て
の
役
割
を
生
産
価
格
に
ゆ
ず
る
と
し
て
も
、
そ
れ
自
身
が
生
産
価
格
に
解
消
す
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
市
場
価
値
と
市
場
生
産
価
格
と
の
不
一
致
は
、
一
方
で
は
、
市
場
価
値
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
部
面
内
部
に
お

げ
る
標
準
的
生
産
条
件
の
も
と
で
の
杜
会
的
必
要
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
他
方
で
は
、
生
産
価
格
は
全



生
産
部
面
に
お
け
る
総
資
本
に
た
い
す
る
総
利
澗
の
均
等
化
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
別
箇
の
要
因
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
・
し
た
が
っ
て
、
市
場
価
値
は
す
で
に
市
場
価
格
の
規
制
者
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
ふ
た

た
び
杜
会
偶
一
般
に
遠
一
Ｌ
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
さ
て
、
資
本
が
異
種
生
産
部
面
ま
た
は
同
一
生
産
部
面
内
部
で
移
動
す
る
に
あ
た

っ
て
・
デ
ィ
レ
ク
ト
ー
に
資
本
家
の
眼
に
映
ず
る
の
は
、
よ
り
商
い
使
用
総
資
本
収
益
率
、
し
た
が
っ
て
ま
た
よ
り
高
い
市
場
価
格

で
あ
る
。
資
本
は
利
潤
率
の
低
い
部
而
か
ら
引
揚
ら
れ
て
、
そ
の
高
い
部
面
に
。
移
動
す
る
。
剰
余
価
値
の
不
足
分
は
、
需
給
の
調
節
、

市
場
価
格
の
調
整
作
用
を
通
じ
て
引
上
げ
ら
れ
、
そ
の
際
、
剰
余
価
値
と
平
均
利
潤
と
の
差
額
は
、
他
の
部
面
の
市
場
価
格
が
価
値

以
下
に
引
下
げ
ら
れ
て
こ
の
部
而
に
移
譲
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
柵
を
中
心
と
す
る
市
場
価
格
の
変
動
孟
じ
て
、
利
潤
の
均
等

化
が
お
こ
な
わ
れ
る
結
果
、
杜
会
価
他
と
市
場
生
産
仙
格
と
の
不
一
致
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
、
杜
会
価
値

と
個
別
価
値
と
の
関
係
は
生
産
仙
格
の
背
後
に
埋
没
し
て
、
顕
在
化
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
。
商
品

の
価
値
法
則
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
総
生
産
伽
格
Ｈ
総
仙
仇
と
い
う
関
係
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
法
則
、
す
た
わ
ち
商
品
の
本
性
は
、

杜
会
的
総
資
本
Ｈ
総
商
品
の
な
か
で
の
中
｛
外
必
の
生
産
都
面
で
は
、
そ
の
組
成
が
総
資
本
の
平
均
組
成
と
一
致
し
、
そ
こ
で
の
市

場
生
産
価
格
一
・
・
Ｋ
・
、
・
一
が
杜
会
狢
と
一
致
す
る
。
白
山
競
争
の
段
階
で
は
、
超
過
利
潤
か
く
と
く
を
め
ぐ
る
競
争
で
、
資

本
は
中
位
組
成
の
部
而
に
１
あ
っ
ま
る
傾
向
が
あ
ポ
。
一
生
産
部
面
に
お
け
る
同
種
商
品
は
お
な
じ
市
場
生
産
価
格
で
販
売
さ
れ
、
一

物
一
価
の
法
則
が
貫
徹
す
る
。
そ
し
て
、
市
場
生
産
価
格
と
個
別
生
産
価
格
と
の
差
程
杜
会
価
値
と
個
別
価
値
と
の
義
と
一
致

し
、
そ
の
差
叡
が
超
過
利
潤
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
・
平
均
的
に
は
市
場
生
産
価
格
は
費
用
価
格
十
平
均
利
潤
で
あ
っ
て
、
特
別
剰
余
価
値
１
１
超
過
利
潤
を
ふ
く
ま
な
い
。

特
別
剰
余
帖
が
彊
利
澗
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
市
場
失
価
格
と
市
場
橿
と
の
差
額
と
し
て
で
は
な
く
、
市
場
生
産
価

　
　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
竃
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
一
手
邑
　
　
　
　
　
　
　
五
一
五
一
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六
　
（
　
六
）

格
と
個
別
生
産
価
格
と
の
差
額
と
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
な
じ
生
産
部
面
で
標
準
以
上
の
生
産
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た

商
品
の
個
別
生
産
価
格
は
市
場
生
産
価
格
よ
り
低
い
が
、
そ
れ
は
ま
た
両
者
か
ら
平
均
利
潤
を
控
除
す
れ
ぼ
、
個
別
的
費
用
価
格
が

一
般
的
費
用
価
格
よ
り
低
い
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
価
格
現
象
の
背
後
に
は
、
個
別
市
場
価
値
が
市
場
価

値
よ
り
低
い
と
い
う
本
質
的
関
係
が
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
差
額
で
あ
る
特
別
剰
余
価
値
が
超
過
利
潤
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
く
り
か
え
し
て
云
え
ぼ
、
超
過
利
潤
が
市
場
生
産
価
格
と
個
別
生
産
価
格
、
あ
る
い
は
一
般
的
費
用
価
格
と
個
別
的
費
用
価
格
と
の

差
額
と
し
て
あ
た
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
超
過
利
潤
は
他
の
生
産
部
面
か
ら
の
利
潤
の
分
配
替
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

お
な
じ
生
産
部
面
に
お
け
る
価
値
関
係
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
面
で
は
、
そ
の
商
品
の
個

別
価
値
が
市
場
価
値
よ
り
小
さ
い
と
き
に
は
、
そ
の
個
別
価
値
が
杜
会
的
に
は
つ
よ
め
ら
れ
た
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
も
の
と

し
て
評
価
さ
れ
、
ま
た
そ
の
商
品
の
個
別
価
値
よ
り
大
き
い
と
き
に
は
、
そ
の
差
額
分
は
杜
会
的
に
は
不
必
要
な
超
過
労
働
に
よ
っ
て

生
産
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
会
的
に
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
過
程
を
へ
て
市
場
価
値
に
統
一
さ
れ
、
市
場
価
値
と
市
場
中
心
価
格

と
の
一
致
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
面
で
は
商
品
の
個
別
価
値
と
市
場
価
値
と
の
差
額
、
個
別
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価

格
と
の
格
差
と
し
て
、
特
別
剰
余
価
値
な
い
し
超
過
利
潤
が
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
中
位
組
成
の
生
産
部
面
で
は
・

商
品
問
価
値
格
差
は
同
一
生
産
部
面
で
も
異
種
生
産
部
面
問
で
も
利
潤
の
分
配
替
に
よ
っ
て
う
め
合
せ
ら
れ
る
の
で
な
く
・
同
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

産
部
面
内
部
で
価
値
関
係
そ
れ
自
体
の
な
か
で
調
整
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
本
問
要
一
郎
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
商
品
問
の
価
値
格
差
を
異
種
生
産
部
面
問
の
剰
余
価
値
の
再
配
分
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
　
「
こ
の
生
産
価
格
の
も
と
で
は
、
部
門
全
体
と
し
て
の
利
潤
は
、
平
均
率
の
そ
れ
と
一
致
す
る
が
・
個
別
資
本
ａ
．
ｂ
．
ｃ
の

●



　
問
に
１
お
け
る
利
潤
率
格
差
は
、
依
然
と
し
て
解
消
し
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
格
差
構
造
そ
の
も
の
は
い
ず
れ
の
ぼ
あ
い
も
、
単
一

　
の
価
格
の
も
と
に
お
げ
る
、
個
別
諸
資
本
問
の
生
産
格
差
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
市
場
価
値
体
系
の
も
と
で
の
そ
れ

　
と
、
本
質
的
に
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
後
者
と
異
な
る
の
は
、
市
場
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
分
と
し
て
実
現
さ

　
れ
る
利
潤
部
分
は
、
他
の
部
門
で
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
が
こ
の
部
門
へ
移
転
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
各
個
別
資

　
本
に
。
た
い
し
て
、
そ
の
生
産
量
に
。
応
じ
て
追
加
配
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
…
…
－
通
常
、
超
過
利
潤
は
、
特
別
剰
余
価

値
の
実
現
形
態
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
規
定
に
、
両
者
の
量
的
一
致
の
意
味
を
含
ま
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
正
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
な
い
。
超
過
利
潤
と
い
う
の
は
、
本
来
、
生
産
価
格
体
系
の
も
と
で
の
範
晴
で
あ
っ
て
、
…
…
・
」

　
本
問
氏
は
こ
こ
で
、
超
過
利
潤
を
異
種
生
産
部
面
問
で
は
、
　
「
市
場
価
値
」
と
生
産
価
格
と
の
差
額
の
移
譲
が
お
こ
な
わ
れ
る
か

ら
、
こ
の
差
額
が
生
産
価
格
体
系
の
も
の
で
の
超
過
利
潤
だ
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
異
種
生
産
部
面
問
の
資
本

移
動
と
市
場
生
産
価
格
の
彫
成
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
移
譲
が
高
位
組
成
と
低
位
組
成
の
生
産
部
面
問
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
法
則
が
平
均
的
な
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
杜
会
的
総
資
本
・
総
商
品
に
お

け
る
平
均
的
・
中
心
的
な
部
分
、
商
品
価
値
の
本
性
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
中
位
構
成
の
生
産
部
面
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
た
超
過
利
潤

の
本
性
た
る
特
別
剰
余
価
値
が
変
形
さ
れ
た
い
ま
ま
で
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
超
過
利
潤
は
特
別
剰
余
価
値
の

別
の
表
現
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
生
産
価
格
体
系
に
固
有
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
超
過
利
潤
を
商
品
の

流
通
過
程
に
の
み
も
と
め
る
と
す
れ
ぼ
、
市
場
価
値
体
系
と
生
産
価
格
体
系
と
を
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
述
の

と
お
り
、
独
占
的
超
過
利
潤
と
超
過
利
潤
と
の
区
別
が
あ
い
ま
い
と
な
り
、
そ
れ
を
「
独
占
利
潤
一
般
」
に
解
消
す
る
可
能
性
を
の

こ
す
こ
と
に
な
る
。
生
産
価
格
体
系
に
お
け
る
変
容
は
高
位
と
低
位
の
生
産
部
面
問
で
の
超
過
利
潤
再
分
配
の
ほ
か
に
、
中
位
組
成

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
　
　
七
）
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八
（
　
八
）

の
部
面
で
も
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
、
費
用
価
格
に
た
い
す
る
平
均
利
潤
が
剰
余
価
値
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
逆
で
は
な

い
と
い
う
点
に
あ
ら
わ
れ
る
。
さ
て
、
〈
モ
デ
ル
ー
Ｖ
に
お
げ
る
「
生
産
価
格
」
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
各
生
産
部
面
に
お
げ
る

商
品
の
「
個
別
価
値
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
部
面
で
の
市
場
価
値
を
代
表
す
る
も
の
と
想
定
し
て
さ
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。
そ
し
て

ま
た
、
市
場
生
産
価
格
を
代
表
す
る
商
品
の
そ
れ
が
「
市
場
価
値
」
と
の
た
え
ざ
る
離
合
を
く
り
か
え
す
こ
と
の
な
か
に
お
い
て
も
、

価
値
法
則
の
作
用
が
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
生
産
価
格
が
市
場
価
値
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
と
い
う
の
は
、
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、

法
則
の
消
減
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
以
前
に
は
同
一
生
産
部
面
に
お
い
て
標
準
的
生
産
条
件
（
杜
会
的
必
要
労
働
時
間
に
近
似
）
の

、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
個
別
価
値
が
市
場
価
値
を
決
定
し
た
の
に
た
い
し
て
、
こ
ん
ど
は
市
場
生
産
価
格
が
、
個
別
価
値
Ｈ
「
市

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

場
価
値
」
の
修
正
さ
れ
た
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
市
場
価
値
に
か
わ
っ
て
市
場
価
格
変
動
の
中
心
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
、
自
由
競
争
の
段
階
に
お
げ
る
価
値
法
則
の
複
雑
化
・
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
の
内
容
で
あ
る
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
市
場
価
値
と
個
別
価
値
と
の
差
額
と
し
て
の
特
別
剰
余
価
値
、
す
な
わ
ち
超
過
利
潤
は
、
自
由
競
争
の
段
階
で

は
、
中
位
組
成
の
部
面
で
の
市
場
生
産
価
格
と
個
別
生
産
価
格
、
し
た
が
っ
て
両
者
の
平
均
利
潤
を
差
引
い
た
一
般
的
費
用
価
格
－

個
別
費
用
価
格
と
し
て
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
各
資
本
問
に
－
超
過
利
潤
か
く
と
く
を
め
ぐ
る
競
争
を
よ
び
お
こ

し
、
や
が
て
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
平
均
利
潤
率
の
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
。

　
さ
て
、
資
本
の
増
殖
率
．
利
潤
率
は
資
本
に
と
っ
て
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
資
本
独
占
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
れ
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
資
本
の
一
定
度
の
集
積
・
集
中
、
し
た
が
っ
て
ま
た
後
述
の
ご
と
く
、
各
生
産
部
面
で
独
占
商
品

が
商
品
生
産
総
額
に
お
い
て
優
勢
な
地
位
（
過
半
数
）
を
し
め
う
る
よ
う
な
、
生
産
の
集
積
・
集
中
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
く
モ
デ

ル
ー
Ｖ
は
そ
れ
を
簡
単
化
す
る
た
め
に
完
全
独
占
を
想
定
し
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
〕

　
第
二
に
、
〈
モ
デ
ル
ー
Ｖ
は
独
占
部
面
ｈ
が
独
占
価
格
を
非
独
占
部
面
池
の
個
別
価
値
ｍ
ま
で
っ
り
上
げ
た
と
仮
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
独
占
的
超
過
利
潤
は
３
１
ｍ
１
１
６
０
ｍ
１
２
９
ｍ
（
平
均
利
潤
）
、
利
潤
率
６
０
％
と
な
る
。
　
こ
れ
に
１
た
い
し
て
、
非
独
占
部
面

私
・
私
で
は
Ｍ
部
面
に
独
占
的
超
過
利
潤
を
分
配
替
さ
れ
た
残
り
の
利
潤
総
額
が
非
独
占
資
本
総
額
に
均
等
に
配
分
さ
れ
る
結
果
、

平
均
利
潤
率
は
２
０
％
と
た
る
。
す
な
わ
ち
非
独
占
部
面
よ
り
独
占
的
超
過
利
潤
が
分
配
替
さ
れ
た
だ
け
非
独
占
部
面
で
の
平
均
利
潤

率
は
低
下
す
る
が
、
全
生
産
部
面
と
し
て
は
、
商
品
の
総
価
値
と
総
伽
格
と
は
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
価
値
法
則
が
貫
徹
す
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

の
よ
う
な
独
占
利
潤
の
法
則
と
平
均
利
潤
の
法
則
と
の
併
存
を
、
い
ま
か
ら
十
二
年
前
、
す
で
に
論
証
さ
れ
た
建
林
正
喜
氏
の
モ
デ

ル
研
究
の
成
果
は
高
く
評
価
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
氏
は
両
者
の
併
存
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

　
　
「
競
争
の
行
わ
れ
る
二
部
門
の
あ
い
だ
で
は
利
潤
率
の
平
均
化
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
平
均
化
は
生
産
さ
れ

　
た
剰
余
価
値
の
う
ち
か
ら
独
占
資
本
に
よ
っ
て
先
取
さ
れ
た
残
り
の
部
分
に
っ
い
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
明
か
に
、
競
争

　
下
に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
平
均
利
澗
率
よ
り
も
低
い
。
か
よ
う
な
配
分
を
規
定
す
る
も
の
は
、
非
独
占
部
門
を
し
て
っ
ね
に
価
値

　
以
下
の
価
格
で
販
売
さ
せ
、
人
為
的
に
供
給
過
剰
を
創
出
す
る
独
占
の
支
配
力
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
独
占
が
い
か
に
価

　
値
以
上
に
１
売
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
生
産
物
が
正
確
に
、
ま
た
支
配
的
に
価
値
に
従
っ
て
交

　
換
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
価
値
法
則
は
な
ん
ら
行
な
わ
れ
な
い
。
或
は
ま
た
す
べ
て
の
資
本
が
そ
の
大
い
さ
に
従
っ
て
等
率
の

　
利
潤
に
参
加
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
平
均
利
潤
率
の
法
則
も
行
た
わ
れ
は
し
た
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
占
が

　
か
よ
う
な
作
用
を
遂
げ
る
た
め
に
は
価
値
法
則
　
　
総
価
値
が
総
価
格
に
ひ
と
し
い
と
い
う
　
　
が
基
礎
を
な
し
て
お
り
、
そ
し

　
て
こ
れ
は
最
も
本
来
的
意
味
で
の
価
値
法
則
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
独
占
が
か
か
る
も
の
と
し
て
自
ら
を
他
と
区
別
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
る
た
め
に
は
、
他
の
部
門
に
。
お
い
て
利
潤
率
の
平
均
化
が
行
な
わ
れ
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
　
　
九
）
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一
〇
　
（
　
一
〇
）

　
ま
た
も
し
、
独
占
利
潤
と
そ
の
分
配
替
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
平
均
利
潤
と
が
併
存
し
な
い
な
ら
ば
、
ま
た
も
し
総
価
値
１
１
総
価

格
と
い
う
価
値
法
則
が
貫
徹
し
な
い
な
ら
ぼ
、
資
本
主
義
的
再
生
産
過
程
に
お
げ
る
生
産
手
段
生
産
部
門
と
消
費
資
料
生
産
部
門
で

の
内
部
補
填
と
相
互
補
填
は
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
二
部
門
問
の
均
衡
は
成
立
し
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
注
〕
　
〈
モ
デ
ル
ー
Ｖ
は
需
要
と
供
給
の
一
致
を
前
提
と
し
、
独
占
価
格
つ
り
上
げ
の
限
度
を
個
別
価
値
の
も
っ
と
も
高
い
生
産
部
面
ら
の
価
値
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

　
　
　
価
格
ｍ
に
お
い
て
い
る
。
そ
れ
は
モ
デ
ル
を
簡
単
に
す
る
た
め
の
設
定
で
あ
つ
て
、
独
占
価
格
の
最
大
限
と
し
て
は
竜
ｍ
と
浅
ｍ
の
平
均

　
　
　
利
潤
総
額
を
分
配
替
す
る
ま
で
ひ
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
も
し
、
軌
．
軋
の
商
品
が
労
働
者
の
個
人
的
消
費
に
は
い
る
場
合
に
は
平

　
　
　
均
利
潤
の
総
額
の
ほ
か
に
、
個
人
的
消
費
の
担
い
手
で
あ
る
労
働
者
か
ら
、
彼
ら
の
う
げ
と
る
労
賃
と
最
低
生
計
費
（
肉
体
的
最
低
限
の
生
計

　
　
　
費
）
と
の
差
額
ま
で
分
配
替
の
限
界
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
し
か
し
、
独
占
資
本
が
１
・
ら
の
平
均
利
潤
の
総
額
を
と
り
あ
げ
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
Ｘ

　
　
　
ら
ぱ
非
独
占
資
本
は
資
本
と
し
て
の
機
能
を
う
し
な
い
破
減
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
と
き
に
は
独
占
資
本
は
独
占
的
超
過
利
潤
の
源
泉
そ

　
　
　
の
も
の
を
失
う
こ
と
に
た
り
、
ま
た
労
働
老
の
生
計
費
を
肉
体
的
最
低
限
に
ま
で
き
り
さ
げ
る
な
ら
ぱ
、
当
然
の
結
果
と
し
て
労
働
者
階
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
杜
会
的
低
抗
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
か
ら
、
現
実
に
は
独
占
価
格
の
っ
り
上
げ
は
最
大
限
を
志
向
す
る
と
い
う
発
展
方
向
を
し
め
す
に
す
ぎ

　
　
　
た
い
。

　
　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
（
高
木
幸
二
郎
監
訳
）
Ｗ
、
七
〇
一
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
（
国
民
文
庫
版
）
Ｋ
皿
　
側
二
六
八
－
二
六
九
べ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
　
本
問
要
一
郎
「
独
占
価
格
・
独
占
利
潤
論
」
（
『
現
代
帝
国
主
義
講
座
』
策
Ｖ
巻
）
五
三
－
五
四
べ
－
ジ
。

　
　
（
４
）
　
建
林
正
喜
「
価
値
、
平
均
利
潤
お
よ
び
最
大
限
利
潤
の
諸
法
則
」
（
広
島
工
業
経
営
学
会
『
工
業
経
営
』
第
４
巻
第
２
号
）
二
六
べ
ー
ジ
。

皿
　
同
一
生
産
部
面
に
お
げ
る
不
完
全
独
占
と

「
限
界
原
理
」

　
〈
モ
デ
ル
ー
Ｖ
は
、
す
で
に
完
全
独
占
の
成
立
を
前
提
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
資
本
の
移
動
も
あ
た
え
ら
れ
た
も
の

と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
自
由
競
争
か
ら
独
占
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。



格価占独の
格
化
価
転
産
の
生
へ＞

２ルデモ＜

量童生

、

．
Ｌ
。Ａ

価
格
Ｇ
Ｆ
Ｈ
　
　
Ｅ

独
第
・
　
』

格
座
価
講
占
義
独
主
「
囚
郎
帝一
代

要
現
間
¢
木
」
は
論
表
潤
本
利
　
占

－
一

〕注〔

○ジ「ぺ
６
２）巻ｙ

○

格価産生はＥ０２

個れぞれそは
ｅｄＣｂａ

３
一

公
い↓
祁

格価産生の品商るす給供の本資ｕ男

○

項客

条産生的準標
の
　
。

面
品
部
商
産
た
生
れ
の
さ
こ
産
は
生
ｂ
で
　
件

４
一

参たえなそを件条産生的準標は
ｅ５

Ｏ
、

い等にｂで量産生るよに本資入

生はＣ○量産生のｄ，Ｃ，ｂ，ａ●６

○るいてし致一
と要需でＥ○格価産

要需はワ
■ワ毘需

はＤ
一
Ｄ泉禾斜７

○すめしを加増

　
本
問
要
一
郎
氏
の
作
成
し
た
く
モ
デ
ル
２
Ｖ
は
、
白
由
競
争
よ
り
独
占
へ
、
生
産
価
格
か
ら
独
占
価
格
が
形
成
さ
れ
る
、
独
占
の

発
生
過
程
の
説
明
で
あ
る
。
本
問
氏
の
説
明
に
よ
れ
ぼ
、
需
要
が
Ｄ
Ｉ
Ｄ
か
ら
ワ
ー
ワ
に
増
加
し
た
と
き
、
１

　
　
『
「
市
場
価
格
」
変
動
の
幅
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
関
係
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
最
Ｏ
Ｃ
は
、
最
小
必
要
資

本
量
と
し
て
の
ｅ
に
よ
る
生
産
量
Ｃ
Ｄ
が
そ
の
上
に
追
加
さ
れ
た
ぼ
あ
い
の
総
生
産
量
Ｃ
Ｄ
が
、
生
産
価
格
０
Ｅ
に
お
い
て
凹
線
と
交
わ

　
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
も
生
産
量
を
０
Ｍ
に
減
少
さ
せ
れ
ば
価
格
は
Ｏ
Ｇ
に
上
昇
し
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
の
ば

あ
い
に
は
、
資
本
参
入
の
余
地
が
拡
大
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
生
産
量
は
０
Ｄ
ま
で
増
大
し
う
る
こ
と
と
な
り
、
け
っ
き
ょ
く
価
格
は

０
Ｅ
ま
で
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
方
、
生
産
量
を
０
Ｍ
に
ま
で
増
大
さ
せ
れ
ぼ
、
最
小
必
要
資
本
量
を
も
っ
て
す
る
資
本
の
参

入
は
明
ら
か
に
阻
止
し
う
る
が
、
し
か
し
価
格
は
０
Ｈ
に
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
く
し
て
、
生
産
量
Ｏ
Ｃ
と
、
そ
の
ぼ
あ
い
の
価

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
　
一
一
）



　
　
　
立
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二
一
　
（
　
二
一
）

　
格
０
Ｆ
が
、
資
本
移
動
を
阻
止
し
う
る
限
界
点
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
価
格
０
Ｆ
の
成
立
は
、
杜
会
的
労
働
配
分
比
率
と
需
要

　
配
分
率
と
の
あ
ら
た
な
対
応
関
保
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
部
門
の
商
品
の
市
場
価
格
変
動
の
、
あ
ら
た
な
中
心
点
と
み

　
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
価
格
０
Ｅ
、
す
な
わ
ち
、
「
最
小
必
要
資
本
量
」
と
そ
の
部
門
内
比
率
（
標
準
集
中
度
）
の
増
大
に
よ
る
競

　
争
制
限
作
用
に
規
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
生
産
価
格
以
上
に
高
め
ら
れ
た
価
格
こ
そ
、
私
が
「
独
占
的
生
産
価
格
」
と
名
ず
げ
た

も
の
に
ほ
か
奮
な
い
。
独
占
的
生
産
仙
格
。
・
の
生
産
価
格
・
。
か
ら
の
背
離
の
程
度
一
す
な
わ
ち
里
。
。
一
は
、
明
ら
か
に
、
「
標
準

資
本
集
中
度
一
一
す
な
わ
血
。
。
一
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
－
－
－

　
　
…
…
・
右
の
ぼ
あ
い
、
資
本
ａ
，
ｂ
，
ｃ
，
ｄ
は
、
そ
の
総
生
産
量
を
Ｏ
Ｃ
以
下
に
制
限
す
べ
く
、
独
占
的
結
合
を
と
げ
る
で
あ
ろ

　
う
。
だ
が
、
そ
の
独
占
的
結
合
に
ょ
っ
て
、
独
占
的
超
過
利
潤
Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ｑ
を
確
保
し
う
る
の
は
、
集
積
・
集
中
の
進
展
か
ら
生
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
る
資
本
参
入
阻
止
要
因
が
働
く
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
』
。

　
本
問
氏
の
モ
デ
ル
は
、
白
由
競
争
の
た
か
か
ら
出
現
す
る
独
占
の
形
成
過
程
を
見
事
に
説
明
し
え
て
い
る
。
　
こ
の
見
解
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
資
本
の
参
入
障
壁
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
市
場
価
格
と
の
相
互
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
、
ヵ
ル
テ
ル
協
定
が
論

理
的
に
－
も
歴
史
的
に
も
、
独
占
の
端
初
形
態
で
あ
る
こ
と
、
独
占
的
超
過
利
潤
が
平
均
利
潤
の
う
え
に
１
上
積
み
さ
れ
る
事
情
を
明
快

に
と
い
て
い
る
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
の
単
純
化
か
ら
く
る
一
定
の
限
界
の
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
非
独
占
資
本
ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
が
独

占
的
結
合
を
し
て
、
需
要
増
加
に
と
も
な
う
市
場
価
格
の
上
昇
し
た
線
上
で
、
完
全
独
占
が
成
立
す
る
よ
う
に
モ
デ
ル
が
組
ま
れ
て

い
る
が
、
非
独
占
資
本
が
独
占
的
に
結
合
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
本
間
氏
は
ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
に
お
け
る
集
積
・
集
中
と

そ
れ
ら
の
独
占
的
結
合
で
補
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、
資
本
の
集
積
・
集
中
が
す
す
め
ら
れ
る
と
、
こ
ん
ど
は
増
加
し
た
需
要
ｕ
ー

ぴ
の
線
上
に
供
給
が
増
加
し
て
市
場
価
格
が
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
独
占
価
格
の
維
持
と
い
う
変
化

●



が
お
こ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
な
お
こ
こ
に
は
す
く
な
く
と
も
二
つ
の
問
題
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
。
そ
の
一
っ
は
、
も
し
、
こ
の
生
産
部
面
が
不
完
全
独
占
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ぼ
、
独
占
の
質
量
結
節
線
が
は
た
し
て
、
ど
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

置
で
決
定
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
独
占
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
生
産
部
面
の
商
品
生
産
総
額
の
上
で
、
優
勢
な
地
位
（
少
く
と

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

も
過
半
数
）
を
し
め
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
標
準
的
生
産
条
件
の
も
と

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
生
産
さ
れ
た
商
品
大
量
の
市
場
生
産
価
格
を
支
配
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
〈
モ
デ
ル
２
Ｖ
の
商
品
ａ
・
ｂ
は
商
品
生
産
総
額
の
過

半
数
を
し
め
る
こ
と
に
１
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
市
場
生
産
価
格
が
彫
成
さ
れ
、
そ
の
市
場
生
産
価
格
（
資
本
主
義
的
利
潤
の
最
低
限
）
と
参

入
を
志
向
す
る
資
本
の
最
小
必
要
資
本
量
と
の
相
関
関
係
か
ら
参
入
障
壁
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
い
ま
資
本
が
販
売
カ
ル
テ
ル

を
結
成
す
る
よ
う
に
な
れ
ぱ
、
ま
た
さ
ら
に
す
す
ん
で
合
同
す
れ
ぼ
、
市
場
生
産
価
格
を
否
定
し
て
、
さ
き
の
市
場
価
格
の
水
準
に

独
占
価
格
が
成
立
し
、
独
占
的
超
過
利
潤
Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ｑ
が
独
占
資
本
の
手
中
に
は
い
る
。
独
占
伽
格
は
費
用
価
格
十
平
均
利
潤
十
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
超
過
利
潤
と
な
る
。
か
く
し
て
、
白
由
競
争
が
独
占
に
転
化
す
る
に
は
、
任
意
の
資
本
量
で
は
な
く
一
定
の
資
本
量
、
す
な
わ
ち

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

商
品
生
産
総
額
の
す
く
た
く
と
も
過
半
数
を
し
め
る
に
足
る
資
本
量
で
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
〈
モ
デ
ル
２
Ｖ
で
は
ａ
＋
ｂ
＋
ｃ
＋

ｄ
、
す
な
わ
ち
Ｂ
が
質
量
結
節
線
と
な
る
。

　
も
う
一
っ
は
、
独
占
価
格
が
な
に
ゆ
え
に
「
独
占
生
産
価
格
」
で
な
げ
れ
ぼ
た
ら
な
い
か
の
問
題
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
理
解
が

問
違
っ
て
い
な
け
れ
ぼ
、
本
問
氏
は
参
入
障
壁
形
成
の
二
っ
の
必
須
条
件
－
最
小
必
要
資
本
量
と
市
場
生
産
価
格
（
標
準
的
生
産
条
件
）

！
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
生
産
価
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
価
格
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
独
占
価
格
を
「
独
占
生
産
価
格
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
標
準
的
生
産
条
件
は
い
ま
や
独
占
資
本
ａ
・
ｂ
の
側
に
う
つ
っ
て
お
り
、
市
場
生
産

価
格
の
商
品
ｃ
・
ｄ
は
よ
り
低
い
生
産
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
ア
ウ
ト
サ
ィ
ダ
ー
の
参
入
障
壁
は
モ
デ

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
　
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
　
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ル
の
し
め
す
交
点
よ
り
低
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
独
占
価
格
は
市
場
生
産
価
格
の
絶
対
的
否
定
で
は
な
い
が
、
絶
え
ざ
る
否
定
の
う
え

に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
「
独
占
生
産
価
格
」
と
い
う
範
晴
は
成
立
し
え
た
い
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
由
競
争
の
た
か
か
ら
資
本
独
占
、
し
た
が
っ
て
ま
た
独
占
価
格
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
同
一
生
産
部
面
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
商
品
生
産
に
お
け
る
質
量
結
節
線
が
ま
ず
さ
だ
め
ら
れ
、
そ
の
う
え
で
独
占
が
参
入
障
壁
と
の
関
係
で
い
か
に
■
し
て
独
占
価
格
を

維
持
す
る
か
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
〈
モ
デ
ル
２
Ｖ
を
経
過
し
て
、
同
一
生
産
都

面
に
不
完
全
独
占
が
成
立
し
た
と
し
よ
う
。
い
ま
く
モ
デ
ル
ー
Ｖ
が
ｈ
部
面
の
内
部
で
独
占
（
ｈ
）
と
非
独
占
（
軸
．
帖
）
と
が
併

存
し
、
独
占
資
本
は
他
部
面
か
ら
す
で
に
独
占
的
超
過
利
潤
を
う
げ
と
り
、
叫
を
非
独
占
の
中
位
組
成
と
し
、
杜
会
価
値
が
市
場
生

産
価
格
と
一
致
す
る
と
仮
定
す
れ
ぼ
、
〈
モ
デ
ル
３
Ｖ
が
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｍ
の
利
潤
構
成
は
ど
う
な
る
か
。

　
特
別
剰
余
価
値
１
－
超
過
利
潤
は
市
場
生
産
価
格
則
－
個
別
生
産
価
格
醐
と
し
て
同
一
生
産
部
面
で
あ
た
え
ら
れ
る
。
叫
の
個
別
市

場
価
格
刷
－
市
場
生
産
価
格
ｍ
１
Ｉ
１
４
は
杜
会
的
に
廃
棄
さ
れ
、
他
部
面
へ
の
移
譲
は
な
さ
れ
な
い
。
平
均
利
潤
も
ま
た
同
一
生
産
部

面
で
の
市
場
生
産
価
格
に
お
げ
る
平
均
利
潤
２
９
ｍ
と
し
て
あ
た
え
ら
れ
る
。
最
後
に
独
占
的
超
過
利
潤
は
く
モ
デ
ル
ー
ｖ
氏
の
個
別
価

値
ｍ
Ｈ
独
占
価
格
と
市
場
生
産
価
格
と
の
差
額
２
０
と
し
て
あ
た
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
附
は
８
０
ｃ
＋
２
０
ｖ
＋
６
０
ｍ
（
以
上
の
和
潤
総
額
）

　
０
１
１
１
６
（
独
占
価
格
）
と
な
る
。
さ
ら
に
独
占
商
品
の
商
品
市
場
に
し
め
る
シ
ェ
ァ
が
増
大
す
れ
ぱ
す
る
ほ
と
、
標
準
的
生
産
条
件
を
高

め
、
逆
に
市
場
価
値
を
低
め
る
方
向
に
作
用
す
る
。
こ
の
場
合
特
別
剰
余
価
値
１
１
超
過
利
潤
は
存
在
し
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、

超
過
利
潤
は
消
減
す
る
が
、
そ
の
か
わ
り
に
独
占
的
超
過
利
潤
は
よ
り
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
に
と
っ
て
技
術

的
進
歩
の
利
用
と
資
本
の
有
機
的
構
成
高
度
化
の
関
心
は
う
し
な
わ
れ
る
。
「
生
産
の
活
気
は
消
減
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
マ
ル
ク
ス
、
Ｋ

皿
側
三
七
五
ぺ
ー
ジ
）
Ｏ
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そ
の
意
味
で
独
占
の
成
立
が
市
場
価
値
・
価
格
の
機
構
を
廃
棄
す
る
と
い
う
、

Ｒ
・
グ
ユ
ソ
デ
ル
の
見
解
は
か
な
ら
ず
し
も
正
し
い
と
は
い
い
が
た
い
。

ｍ

ｍ

皿

と
格
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４

６

格
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産
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生
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岬
蜘

独
別

十
プ
Ｃ
（

十
プ

十
〆

Ｏ

Ｃ
（

Ｃ
（

個

Ｏ

Ｏ
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Ｏ
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１

１

１
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Ｏ
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５
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１
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芯

狐
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１
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叶
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叫
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叶
似

イ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

２

３

４
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１

十

十

十

（

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

８

８

８

ｍ

１

２

ｆ

ｆ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

占独（ｍＫの面部産生一
同、六し出抽を
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〕
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－
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〕注〔

　
乱
　
す
　
と
　
の
　
も
乱
た
す
れ
と
ら
　
え
）本
た
資
あ
由
に
自
で
占
す
独
で
非
＞

（
　
　
１

ち
ル
Ｋ
デ
巧
モ
Ｋ
＜
　
は
）本
ｍ
資
Ｋ
　
２

へ皿
Ｋｏｍ

６
０＋Ｖ０２＋

０
ｃ８＝０６ユはｍＫ乱す

と格価産生場市を打Ｋ

○るす定仮とｍ
２
６ちＫｍ

２
４打Ｋりよに配分再の潤－不均平の

ｍ
６
０＋Ｖ０２＋

０
ｃ８＝０

１
６ｍＫ

潤－不過超

ｍ
２
４
＋
　
．

０
・
ｍ

判
』

０
ｃ
２
９

８：　
０

４
６
１
４

ユ
打
　
ｍ

Ｋ
　
Ｋ

潤刈不均平ｍ
２
９打Ｋ

利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）

潤

１
」

禾過超的占独ｍ
２
０＝９２ユ・０６ユ

ｍ
６
０計潤

１
」

禾占独

Ｋ
・
ツ
イ
ー
シ
ャ
ソ
ク
、
Ｈ
・

ハ
イ
ニ
ソ
ガ
ー

　
　
「
独
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
は
、
部
門
内
部

　
で
の
市
場
価
値
と
市
場
価
格
に
作
用
し
た
り
、

　
部
門
問
で
の
利
潤
率
均
等
化
に
作
用
し
た
り
す

　
る
よ
う
た
、
価
格
お
よ
び
利
潤
の
機
構
を
埋
没

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
す
る
よ
う
に
な
る
。
」

　
し
た
が
っ
て
。
独
占
は
特
別
剰
余
価
値
１
１
超
過

利
潤
を
恒
常
的
に
固
定
化
す
る
の
で
は
た
く
、
独

占
的
競
争
が
あ
る
か
ぎ
り
、
絶
え
ざ
る
生
成
と
消

減
を
く
り
か
え
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
生
成
・
消
減
の
反
覆
す
る
過
程
は
、
標
準
的

生
産
条
件
の
高
度
化
、
市
場
価
値
の
低
下
を
う
な

が
し
、
低
い
生
産
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商

品
の
個
別
価
値
と
杜
会
価
値
と
の
格
差
を
い
っ
そ

う
拡
大
す
る
。
そ
れ
は
現
実
に
は
、
一
方
で
は
非

独
占
諸
階
屑
と
し
て
の
非
独
占
資
本
・
小
商
品
生

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
　
一
五
）

、



　
　
　
立
命
鯖
経
済
学
（
策
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
（
　
ニ
ハ
）

産
の
崩
壊
や
独
占
資
本
の
外
業
部
へ
の
再
編
成
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
は
生
産
部
面
そ
の
も
の
の
独
占
と
非
独
占
へ
の
分
解
を
う
な

が
す
。
こ
の
よ
う
な
優
勝
劣
敗
の
過
程
が
進
行
し
、
よ
り
低
い
「
生
産
条
件
」
を
も
っ
諸
企
業
は
た
え
ず
淘
汰
さ
れ
、
そ
れ
自
体
が
向

上
す
る
標
準
的
生
産
条
件
が
「
市
場
価
値
」
を
決
定
す
る
方
向
に
資
本
の
運
動
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
低
い
生
産
条
件
の

も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
個
別
価
値
が
市
場
価
値
に
固
定
し
、
特
別
剰
余
価
値
１
１
超
過
利
潤
が
独
占
利
潤
の
恒
常
的
構
成
部
分
に

転
化
す
る
と
す
る
、
白
杉
庄
一
郎
氏
の
「
限
界
原
理
」
は
有
効
性
を
も
ち
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
そ
の
結
果
そ
こ
で
は
少
く
と
も
短
期
的
に
は
、
杜
会
の
総
労
働
時
間
が
総
生
産
物
に
た
い
し
て
平
均
さ
れ
る
か
わ
り
に
１
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
し
ろ
、
す
べ
て
の
生
産
物
の
個
別
的
必
要
労
働
時
間
が
限
界
必
要
労
働
時
間
（
争
わ
ｈ
か
わ
範
酔
朴
小
尉
脊
小
１
、
い
わ
か
ゆ
心
陳
恥
昨
か

　
１
）
に
む
か
っ
て
平
準
化
さ
れ
る
。
－
…
…
げ
だ
し
各
生
産
者
に
た
い
し
て
統
制
的
権
カ
を
行
使
す
る
こ
と
の
な
い
無
計
画
的
な
杜

　
会
的
生
産
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
外
に
、
杜
会
の
必
要
と
す
る
生
産
量
を
確
保
す
る
道
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
げ
に
、
平
均
原
理
で
は
な
く
て
限
界
原
理
の
こ
の
よ
う
な
支
配
は
、
私
的
な
商
品
生
産
の
も
つ
無
政
府
性
と
い
う
矛
盾
の
表
現
で

　
　
　
　
（
３
）

　
し
か
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
「
し
か
し
、
さ
き
に
述
べ
た
ご
と
く
、
市
場
価
値
の
法
則
は
そ
の
ま
ま
で
は
価
値
の
現
象
形
態
と
し
て
の
市
場
価
格
の
決
定
を

　
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
市
場
価
格
の
決
定
に
ー
さ
い
し
て
は
、
工
業
生
産
物
の
場
合
に
も
、
農
業
生
産
物
の
市
場
価
値
に
っ
い

　
て
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
中
位
的
標
準
以
下
の
劣
悪
な
１
い
い
か
え
る
と
限
界
的
な
１
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
個
別

　
的
価
値
に
む
か
っ
て
、
同
種
の
商
品
を
生
産
す
る
す
べ
て
の
生
産
者
の
個
別
的
価
値
が
平
準
化
さ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
で
は
平
均
原
理
で
は
な
く
て
限
界
原
理
が
支
配
す
る
。
」

　
　
白
杉
氏
は
短
期
に
お
げ
る
需
給
バ
ラ
ソ
ス
の
固
定
化
、
し
た
が
っ
て
供
給
の
固
定
化
を
仮
定
し
、
さ
ら
に
本
来
可
動
的
で
あ
る



　
工
業
生
産
条
件
の
固
定
化
を
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
差
額
地
代
で
の
土
地
の
白
然
独
占
に
よ
る
生
産
条
件
の
固
定
化

　
を
類
推
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
峰
え
に
、
こ
の
仮
定
そ
の
も
の
が
崩
れ
れ
ぼ
、
立
論
が
な
り
た
た
な
く
な
る
。
同
一
生
産

　
部
面
に
独
占
資
本
が
併
存
し
て
い
る
場
合
、
標
準
的
生
産
条
件
は
ど
こ
で
き
ま
る
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
市
場
価
値
ま
た
は
市
場

　
生
産
価
格
が
成
立
す
る
場
合
、
上
・
中
・
下
の
生
産
条
件
を
前
提
と
し
て
個
別
価
値
の
平
準
化
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
は
は
た
し
て

　
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
等
々
、
解
き
え
な
い
多
く
の
難
点
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　
　
フ
リ
ッ
ツ
・
べ
ー
レ
ソ
ス
は
、
生
産
価
格
の
次
元
に
白
杉
氏
と
お
な
じ
「
限
界
原
理
」
を
応
用
し
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て

　
　
い
る
。

　
　
「
独
占
資
本
主
義
の
も
と
に
ー
お
い
て
は
、
独
占
化
さ
れ
て
い
な
い
か
、
ま
だ
独
占
化
さ
れ
て
い
な
い
経
済
部
面
で
の
市
場
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
は
、
一
般
的
生
産
価
格
を
め
ぐ
っ
て
動
揺
す
る
が
、
独
占
産
業
に
お
い
て
は
、
動
揺
の
中
心
は
最
高
の
費
用
で
生
産
す
る
経
営
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
個
別
生
産
価
格
で
あ
る
。
」
（
傍
点
は
手
島
）

　
さ
て
、
独
占
段
階
に
お
げ
る
独
占
価
格
１
－
独
占
利
潤
の
法
則
に
か
ん
す
る
私
見
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
か
く

開
拓
の
お
く
れ
て
い
る
独
占
価
格
論
の
分
野
で
、
最
近
き
わ
め
て
意
欲
的
な
体
系
的
労
作
を
発
表
さ
れ
、
一
般
の
注
目
を
あ
っ
め
て

い
る
高
須
賀
義
博
氏
の
著
書
は
、
私
見
と
ま
っ
た
く
対
照
的
な
見
解
を
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
す
こ
し
長
く
な
る
げ
れ
ど
も
、
参

考
ま
で
に
そ
の
要
点
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
…
「
通
常
独
占
利
潤
は
一
種
の
超
過
利
潤
と
解
さ
れ
て
お
り
、
独
占
価
格
を
生
産
価
格
以
上
に
つ
り
あ
げ
ら
れ
た
価
格
で
あ
る
と

　
　
す
る
立
場
の
人
々
は
、
独
占
資
本
の
取
得
す
る
利
潤
を
平
均
利
潤
部
分
と
超
過
利
澗
部
分
に
わ
げ
、
後
者
を
独
占
利
潤
と
規
定

　
　
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
占
価
格
の
判
定
基
準
と
し
て
の
生
産
価
格
お
よ
び
独
占
利
潤
の
判
定
基
準
と
し
て
の
一
般

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
　
一
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
　
一
八
）

　
的
利
潤
率
を
独
占
段
階
の
理
論
的
範
爵
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
わ
れ
わ
れ
の
立
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
二

　
分
法
は
何
ら
の
意
味
も
も
た
な
い
。
…
…
－
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
の
は
、
平
均
利
潤
と
区
別
さ
れ
た
独
占
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
潤
で
は
た
く
て
、
独
占
資
本
の
取
得
す
る
利
潤
全
体
で
あ
る
。
」

　
　
独
占
的
超
過
利
潤
は
「
産
業
資
本
主
義
下
に
ー
存
在
し
て
い
た
超
過
利
潤
の
生
成
・
消
減
機
構
が
独
占
資
本
の
出
現
．
競
争
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
態
の
変
化
・
参
入
阻
止
価
格
の
成
立
に
ょ
っ
て
変
容
を
受
げ
、
そ
の
結
果
独
占
利
潤
と
し
て
固
定
化
し
た
超
過
利
潤
で
あ
る
。
」

吻
　
「
新
生
産
方
法
の
導
入
か
ら
普
及
完
了
に
い
た
る
期
間
の
超
過
利
潤
・
独
占
体
の
支
配
す
る
産
業
に
お
い
て
も
最
初
に
新
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
産
方
法
を
導
入
し
た
資
本
に
対
し
て
、
超
過
利
潤
が
発
生
す
る
の
は
、
産
業
資
本
主
義
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
新
生

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、

　
産
方
法
の
普
及
過
程
は
す
ぐ
始
ま
る
け
れ
ど
も
、
価
格
競
争
は
回
避
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
産
業
資
本
主
義
下
に
お
け
る

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
よ
う
に
価
格
低
下
に
対
応
し
て
超
過
利
潤
が
消
減
す
る
こ
と
は
た
い
。
新
生
産
方
法
を
採
用
し
た
資
本
に
は
、
そ
れ
を
最
初
に

　
導
入
し
た
資
本
の
取
得
す
る
の
と
同
数
の
超
過
利
潤
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
…
・
－
－
こ
の
段
階
の
超
過
利
潤
は
、
自
由
競
争
下

　
で
も
発
生
す
る
単
な
る
超
過
利
潤
と
独
占
力
に
ー
よ
る
そ
の
固
定
化
の
結
合
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
占
資
本
の
取
得
す
る
単
な
る
超
過
利
潤
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
」
（
傍
点
は
手
島
）

　
　
「
こ
の
よ
う
な
超
過
利
潤
は
、
産
業
資
本
主
義
な
ら
ば
当
然
そ
れ
が
消
減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
べ
き
生
産
技
術
的
基
礎
の
う

　
え
で
、
な
お
存
続
し
て
い
る
と
い
う
点
だ
げ
で
な
く
、
そ
れ
が
す
で
に
、
同
一
産
業
内
の
個
別
的
独
占
体
の
分
配
上
の
相
対
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
優
位
を
示
す
も
の
で
な
く
、
そ
の
産
業
全
体
に
、
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
独
占
資
本
主
義
下
に
お

　
げ
る
固
有
の
利
潤
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
独
占
的
超
過
利
潤
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
超
過
利
潤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
固
定
化
の
最
終
段
階
に
あ
る
利
潤
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
依
然
と
し
て
消
減
し
た
い
な
ら
ば
、
通
常
の
意
味
で
の
独
占
利
潤
と
は



　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ほ
と
ん
ど
区
別
で
き
な
い
。
独
占
的
超
過
利
潤
は
、
単
な
る
超
過
利
潤
が
独
占
利
潤
と
し
て
定
着
す
る
時
の
あ
る
一
段
階
で
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
」
（
傍
点
は
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
「
以
上
で
考
察
し
て
き
た
超
過
利
潤
の
形
成
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
根
木
的
特
徴
は
、
生
産
過
程
の
諾
変
化
に
対
す
る
価
格
の
対
応

　
の
お
く
れ
、
っ
ま
り
労
働
生
産
性
の
変
化
に
対
す
る
価
格
の
対
応
の
お
く
れ
、
っ
ま
り
労
働
生
産
性
の
変
化
に
対
す
る
価
格
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
相
対
的
硬
直
性
に
も
と
め
ら
れ
る
。
築
言
す
れ
ぼ
、
価
値
の
変
化
に
価
格
の
変
化
が
対
応
し
な
い
と
い
う
意
味
で
の
価
値
と
価

　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
格
の
乖
離
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
・
・
…
…
た
だ
通
常
の
収
奪
あ
る
い
は
流
通
利
澗
と
の
相
異
点
は
、
そ
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
が
生
産
方
法
の
変
化
り
価
値
減
少
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
」
（
傍
点
は
手
島
）

閉
　
「
以
上
で
独
占
資
本
主
義
下
で
は
超
過
利
澗
は
固
定
化
す
る
衝
向
の
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
超
過

　
利
澗
は
全
然
消
減
し
な
い
わ
け
で
な
く
、
ま
た
そ
の
転
化
形
態
の
中
に
ぱ
質
用
的
性
格
の
強
い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
点
を
明
確

　
に
－
し
て
お
か
な
い
と
、
超
過
利
澗
固
定
化
の
命
題
は
、
単
に
第
一
次
的
分
配
関
係
の
み
に
関
す
る
抽
象
的
規
定
に
と
ど
ま
る
で

　
あ
ろ
う
。
－
…
…

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
超
過
利
澗
の
消
減
を
も
た
ら
す
基
本
的
要
因
は
価
格
の
下
落
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
産
業
資
本
主
義
の
場
合
も
独
占
資
本

　
主
義
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
・
…
・
…
参
入
阻
止
価
格
白
体
を
下
げ
ね
ぼ
た
ら
ぬ
場
合
も
あ
れ
ぼ
、
市
場
占
拠
率
や
価
格
弾
力
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
も
価
格
は
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
価
格
が
低
下
す
る
度
合
に
応
じ
て
超
過
利
澗
は
消

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
減
す
る
。
－
…
・

　
　
独
占
資
本
主
義
下
に
は
、
上
述
の
も
の
と
は
異
な
る
超
過
利
澗
の
消
滅
経
路
が
い
ま
ひ
と
っ
あ
る
。
そ
れ
は
、
独
占
的
超
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
利
潤
を
取
得
し
て
い
る
産
業
の
価
格
を
他
産
業
（
独
占
非
独
十
口
を
問
わ
ず
）
と
の
価
格
の
相
対
比
価
の
悪
化
が
生
ず
る
場
合
で
あ

　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
困
と
し
て
の
独
占
の
恵
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
　
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
塘
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
　
二
〇
）

　
　
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
独
占
的
超
過
利
潤
を
取
得
す
る
側
で
は
価
格
変
動
は
な
い
か
ら
、
貨
幣
表
示
で
の
独
占
的
超
過
利
潤
は

　
　
不
変
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
商
品
の
価
格
が
上
昇
し
、
た
だ
し
、
そ
の
支
配
し
う
る
他
商
品
の
実
質
的
内
容
は
少
く
な

　
　
る
わ
げ
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
だ
げ
独
占
的
超
過
利
潤
の
消
滅
が
生
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
者
で
は
価
値
が
低
下
し
た
の
に
。
価

　
　
格
が
低
下
し
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
で
は
価
値
に
変
化
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
格
上
昇
が
生
ず
る
わ
げ
で
、
そ
の

　
　
よ
う
な
価
格
の
変
化
に
よ
っ
て
、
両
グ
ル
ー
ブ
の
価
値
関
係
に
お
げ
る
不
等
化
傾
向
の
拡
大
が
若
干
阻
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

　
　
　
（
ｕ
）

　
　
あ
る
。
」
（
傍
点
は
手
島
）

　
高
須
賀
氏
の
見
解
の
う
ち
、
ゆ
の
部
分
は
市
場
価
格
の
短
期
変
動
の
え
い
き
よ
う
を
う
げ
る
独
占
価
格
の
変
化
、
ま
た
は
独
占
的

超
過
利
潤
の
分
配
替
、
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
○
ｏ
に
っ
い
て
み
れ
ぼ
、
高

須
賀
氏
は
、
〈
費
用
価
格
十
平
均
利
潤
十
独
占
的
超
過
利
潤
Ｖ
に
か
ん
す
る
通
説
を
否
定
し
、
独
占
価
格
構
成
１
１
費
用
価
格
十
独
占

的
超
過
利
潤
で
あ
る
と
し
、
こ
の
利
潤
は
独
占
資
本
の
取
得
す
る
利
潤
の
総
体
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、
同

一
生
産
部
面
で
独
占
資
本
が
新
生
産
方
法
を
採
用
し
た
と
き
生
ず
る
超
過
利
潤
は
、
新
生
産
方
法
が
普
及
し
た
と
き
に
は
、
自
由
競

争
の
段
階
で
は
消
減
す
る
が
、
独
占
段
階
で
は
独
占
価
格
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
と
す
れ
ぼ
、
超
過
利
潤
が
消
減
し
な
い
で
、
独

占
資
本
の
取
得
す
る
超
過
利
潤
に
な
る
、
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
同
一
生
産
部
面
で
新
生
産
方
法
が
普
及
す
る
と
、
そ
れ
が
標
準
的
生
産
条
件
と
な
っ
て
、
そ
の
も
と
で
生
産
さ

れ
る
商
品
の
個
別
価
値
が
杜
会
価
値
と
一
致
す
る
か
ら
超
過
利
潤
は
消
減
す
る
は
ず
で
あ
る
。
同
一
生
産
都
面
で
は
同
一
使
用
価
値

の
商
品
で
あ
る
か
ら
、
独
占
と
非
独
占
と
の
あ
い
だ
に
商
品
交
換
は
成
立
し
な
い
。
と
す
れ
ぼ
、
氏
の
い
わ
れ
る
「
超
過
利
潤
」
は

ど
こ
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
て
く
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
の
こ
る
で
あ
ろ
う
。
っ
い
で
、
そ
れ
は
「
通
常
の
意
味
で
の
独
占
利
潤



と
ほ
と
ん
ど
区
別
で
き
な
い
」
と
さ
れ
る
の
は
利
澗
量
だ
け
が
区
別
で
き
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
氏
は
い
ぜ
ん
と
し
て
独

占
資
本
の
取
得
す
る
「
超
過
利
潤
」
は
、
同
一
生
産
部
面
に
お
げ
る
新
し
い
生
産
方
法
の
普
及
に
、
よ
る
独
占
商
品
の
「
価
値
と
価
格

の
乖
離
」
し
た
部
分
と
み
な
し
、
そ
こ
に
通
常
の
「
流
通
利
澗
」
と
の
区
別
を
見
出
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

お
な
じ
こ
と
を
く
り
か
え
し
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
　
「
超
過
利
潤
」
の
源
泉
は
い
ぜ
ん
と
し
て
証
明
さ
れ
な
い
ま
ま
に
の

こ
さ
れ
て
い
る
。
高
須
賀
氏
が
白
杉
庄
一
郎
氏
の
独
占
的
特
別
剰
余
伽
値
１
１
超
過
利
潤
の
固
定
化
説
に
ヒ
ソ
ト
を
え
な
が
ら
、
白
杉

説
と
ち
が
う
と
こ
ろ
は
、
白
杉
氏
の
「
市
場
価
値
」
と
個
別
価
値
と
の
格
差
を
独
占
仙
格
と
商
品
価
値
と
の
乖
離
に
お
き
か
え
る
点

に
あ
る
。
　
「
超
過
利
澗
」
が
他
の
生
産
部
而
に
お
げ
る
非
独
占
企
業
の
平
均
利
潤
か
ら
分
配
替
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
主
張
さ
れ
る

た
ら
は
、
そ
れ
は
同
一
生
産
部
面
に
お
け
る
商
品
の
杜
会
価
但
と
個
別
価
値
と
の
格
差
　
　
こ
の
格
差
は
新
生
産
方
法
が
普
及
し
た

以
上
す
て
に
消
減
し
て
い
る
は
ず
て
あ
る
が
　
　
と
独
占
価
格
と
新
生
産
方
法
の
音
及
て
低
下
し
た
杜
会
伽
値
と
の
格
差
を
お
な
じ

次
元
で
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
生
産
部
面
で
は
商
品
の
杜
会
伽
値
…
個
別
価
値
で
あ
る
以
上
、
価
値
差
額
と
し

て
独
占
休
の
有
に
帰
す
る
超
過
利
潤
は
な
く
、
格
差
は
独
占
価
格
と
市
場
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
っ
て
、
そ
の
差
額
は
た
し
か
に

存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
他
の
生
産
都
面
に
お
げ
る
平
均
利
澗
か
ら
分
配
替
さ
れ
た
独
占
的
超
過
利
澗
で
た
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
高
刃
賀
氏
の
独
占
価
格
論
は
超
過
利
澗
・
平
均
利
潤
・
独
占
的
超
過
利
潤
に
か
ん
す
る
概
念
上
の
漉
同
に
ふ
か
く
根
ざ
し

て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
独
占
的
超
過
利
潤
は
、
他
の
生
産
部
面
の
平
均
利
潤
か
ら
の
分
配
替
さ
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
で
平
均
利
潤

の
超
過
分
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
同
一
生
産
部
面
に
お
け
る
平
均
利
潤
か
ら
の
超
過
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
独

占
的
超
過
利
潤
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
独
占
利
澗
の
法
則
と
平
均
利
潤
の
法
則
は
、
同
一
生
産
部
面
で
も

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
　
二
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
　
二
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

異
種
生
産
部
面
問
に
お
い
て
も
併
存
す
る
が
、
独
占
商
品
に
あ
っ
て
は
、
平
均
利
潤
は
独
占
価
格
に
よ
っ
て
た
え
ざ
る
否
定
を
う
け

て
ポ
テ
ソ
シ
ャ
ル
な
も
の
に
な
り
、
生
産
価
格
で
は
独
占
に
よ
っ
て
修
正
を
う
け
て
顕
在
化
す
る
。
工
業
生
産
に
お
い
て
は
杜
会
価

値
を
規
定
す
る
「
限
界
原
理
」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
剰
余
価
値
の
資
本
に
た
い
す
る
相
対
的
表
現
と
し
て
の
超
過

利
潤
が
独
占
利
潤
の
な
か
に
固
定
化
し
て
、
そ
の
構
成
部
分
に
転
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
利
潤
範
瞬
と
し
て
も
、
独

占
的
超
過
利
潤
と
は
ま
っ
た
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
独
占
商
品
の
価
格
構
成
は
費
用
価
格
十
（
一
般
的
費
用
価
格
－

個
別
的
費
用
価
格
Ｈ
超
過
利
潤
）
十
平
均
利
潤
十
独
占
的
超
過
利
潤
と
な
る
。

　
　
（
１
）
　
本
問
要
一
郎
「
独
占
価
格
・
独
占
利
潤
論
」
（
『
現
代
帝
国
主
義
講
座
』
第
Ｖ
巻
）
六
二
－
六
三
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
害
臣
９
邑
ｏ
ボ
雪
易
け
鶉
旨
・
長
９
冒
ヰ
Ｎ
勇
９
彗
。
・
．
冒
零
◎
巨
彗
彗
ｑ
窃
ｃ
。
§
誌
昌
８
◎
り
◎
秦
暮
｝
彗
句
…
罧
一
◎
易
豪
９
甲

　
　
目
あ
一
Ｂ
自
ｏ
ｏ
ヒ
　
…
勺
Ｈ
◎
一
Ｕ
Ｈ
ｏ
昌
Ｉ
ｏ
ｑ
０
Ｈ
勺
◎
Ｈ
岸
あ
ｏ
｝
ｏ
■
Ｏ
斤
ｏ
目
◎
一
Ｂ
Ｉ
Ｈ
９
．
．
団
”
■
Ｐ
９
七
　
Ｈ
０
０
仰
一
Ｃ
〇
一
Ｈ
Ｎ
一
一

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

白
杉
庄
一
郎
『
独
占
理
論
の
研
究
』
　
一
五
ぺ
－
ジ
。

白
杉
庄
一
郎
、
前
掲
書
、
　
一
七
べ
ー
ジ
。

｝
ｈ
＆
０
９
ｏ
ｏ
ｏ
・
目
胃
一
里
目
団
¢
岸
ｈ
品
豊
『
睾
◎
昌
り
◎
Ｈ
艘
ｇ
ユ
ｏ
：
句
８
巨
ｏ
昌
¢
｛
胃
喀
－
ま
０
Ｄ
０
｝
ｏ
目

高
須
貧
義
博
『
現
代
価
格
体
系
論
序
説
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
、
一
一
、
一
五
）

高
須
賀
義
博
、

高
須
賀
義
博
、

高
須
賀
義
博
、

高
須
賀
義
博
、

高
須
賀
義
博
、

前
掲
書
、

前
掲
書
、

前
掲
書
、

前
掲
書
、

前
掲
書
、

一
八
五
べ
ー
ジ
。

一
八
七
べ
－
ジ
。

一
八
七
－
一
八
八
ぺ
ー
ジ
。

一
八
八
べ
ー
ジ
。

一
八
九
－
一
九
〇
ぺ
－
ジ
。

０
：
ぎ
暮
昌
－
９
。
、
巾
彗
｛
ｏ
ｏ
．
一
Ｃ
〇
一

べ
ｏ
◎
．

皿
　
独
占
利
潤
と
利
潤
率
低
下
法
則



自
由
競
争
は
平
均
利
潤
の
法
則
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
そ
こ
で
は
利
潤
の
均
等
化
を
っ
う
じ
て
総
資
本
家
階
級
と
労
働
者
階
級
と

の
生
産
関
係
が
彩
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
自
由
競
争
は
資
本
主
義
の
段
階
を
形
成
す
る
生
産
関
係
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
独
占

は
独
占
利
潤
の
法
則
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
そ
こ
で
は
独
占
的
超
過
利
潤
の
再
分
配
を
通
じ
て
、
そ
の
う
え
に
独
占
資
本
家
層
と
労

働
者
階
級
と
の
生
産
関
係
が
形
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
独
占
は
資
本
主
義
の
段
階
を
彬
成
す
る
生
産
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
経

済
法
則
は
生
産
関
係
の
別
の
表
現
、
科
学
的
概
念
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
部
の
論
者
が
、
一
方
で
は
独
占
資
本
と
非
独
占
資
本
と
の
併
存
を
み
と
め
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
純
粋
帝
国
主
義
」
の
理
論
を
否

定
し
た
が
ら
、
他
方
で
は
独
占
利
潤
の
法
則
と
平
均
利
潤
の
法
則
と
の
併
存
を
み
と
め
な
い
の
は
、
後
者
が
価
値
．
市
場
価
値
．
市

場
生
産
価
格
・
独
占
価
格
と
い
う
複
雑
に
１
し
て
難
解
た
媒
介
項
を
と
も
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
経
済
法
則
は
生
産
様
式
、
そ

し
て
結
局
の
と
こ
ろ
生
産
関
係
の
理
論
的
表
現
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
二
つ
の
生
産
様
式
が
併
存
し
て
い
る
の
に
、
独
占
利
潤
の
法

則
が
存
在
し
て
、
平
均
利
潤
の
法
則
が
消
減
す
る
と
い
う
の
は
、
自
家
撞
着
の
理
論
で
あ
る
。
新
旧
ウ
ク
ラ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有

の
経
済
法
則
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
・
独
占
価
格
が
形
成
さ
れ
、
技
術
進
歩
と
生
産
力
の
発
展
が
抑
制
（
独
占
の
腐
朽
化
）
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
独
占
的
超

過
利
潤
は
平
均
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
作
用
を
持
続
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
独
占
の
腐
朽
化
は
、
新
技
術
の
採

用
に
１
よ
っ
て
生
ず
る
旧
固
定
資
本
価
値
の
杜
会
的
磨
減
や
廃
棄
に
よ
る
損
失
の
防
止
が
決
定
的
要
因
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
新

技
術
の
採
用
は
、
新
式
機
械
の
価
値
と
新
旧
労
務
費
差
額
（
特
殊
的
に
は
新
旧
付
加
価
直
差
額
）
と
の
比
較
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
・
そ
し
て
、
そ
の
上
、
旧
固
定
資
本
の
価
値
は
加
速
償
却
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
た
く
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
い

う
ご
と
く
・
　
「
た
と
え
一
時
的
に
も
せ
よ
独
占
価
格
が
設
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
あ
る
程
度
ま
で
、
技
術
的
進
歩
に
た

　
　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
　
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
す
る
…
－
刺
戟
的
要
因
が
消
減
」
す
る
か
ら
で
あ
り
、
「
さ
ら
に
ま
た
、
技
術
進
歩
を
人
為
的
に
阻
止
す
る
可
能
性
（
た
と
え
ぱ
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

許
権
の
買
占
め
１
手
島
）
が
あ
ら
わ
れ
る
」
、
　
す
な
わ
ち
、
資
本
は
独
占
に
よ
っ
て
利
潤
率
低
下
と
い
う
刺
戟
的
要
因
を
阻
止
し
う
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
新
技
術
の
採
用
に
よ
る
既
存
の
固
定
資
本
価
値
の
杜
会
的
磨
減
や
廃
棄
に
よ
る
損
失
の
回
避
は
、
そ
の

際
、
副
次
的
要
因
で
し
か
な
い
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
独
占
の
腐
朽
化
の
傾
向
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
条
件
の
も
と
で
打
ち
破
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
独
占
的
協
定
が
打
破
ら
れ
る
条
件
は
大
別
し
て
二
つ
あ
る
。

　
商
品
の
独
占
価
格
１
－
構
成
が
費
用
価
格
十
（
超
過
利
潤
）
十
平
均
利
潤
十
独
占
的
超
過
利
潤
か
ら
な
る
こ
と
は
、
独
占
に
よ
る
技

進
的
進
歩
の
抑
制
が
う
ち
や
ぶ
ら
れ
る
前
提
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
独
占
価
格
に
ふ
く
ま
れ
る
独
占
的
超
過
利
潤
が
利
潤
率
低
下
の

阻
止
要
因
と
し
て
有
効
性
を
発
揮
す
る
う
え
で
必
要
な
第
一
の
条
件
は
、
た
ん
に
独
占
価
格
で
商
品
が
任
意
の
量
だ
け
販
売
さ
れ
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
前
貸
資
本
に
．
た
い
し
て
一
定
量
の
商
品
が
市
場
で
販
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
独
占
商
品
の

供
給
が
需
要
を
上
ま
わ
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
う
な
る
と
、
市
場
価
格
は
下
落
す
る
。
逆
に
需
要
が
供
給
を
下
ま
わ
っ
た
と
し
て

も
、
市
場
価
格
は
同
様
に
下
落
し
、
独
占
資
本
が
そ
の
独
占
価
格
を
維
持
す
る
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
販
売
ヵ
ル
テ
ル
に
た
い
し
て
、

生
産
ヵ
ル
テ
ル
に
よ
る
操
業
短
縮
を
実
施
し
て
、
需
給
バ
ラ
ソ
ス
を
と
り
、
市
場
価
格
の
下
落
を
く
い
と
め
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
独
占
価
格
は
維
持
さ
れ
て
も
商
品
販
売
量
が
減
少
す
れ
ぼ
、
実
現
利
潤
率
は
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
　
こ
の
低
下

を
お
ぎ
な
い
う
る
利
潤
部
分
は
個
別
的
費
用
価
格
の
縮
少
に
よ
る
超
過
利
潤
で
あ
る
。
独
占
資
本
が
超
過
利
潤
を
増
加
す
る
た
め
に

は
、
採
用
を
お
さ
え
て
い
た
新
技
術
を
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
生
産
カ
ル
テ
ル
が
独
占
価
格
を
維
持
し
、
利
潤
率
低

下
の
阻
止
に
寄
与
し
う
る
限
界
は
き
わ
め
て
せ
ま
い
も
の
で
あ
っ
て
、
恐
慌
時
に
ヵ
ル
テ
ル
協
定
が
破
綻
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ



る
。　

第
二
の
条
件
と
し
て
、
需
要
が
供
給
を
上
ま
わ
る
よ
う
な
局
面
で
は
、
な
る
ほ
ど
第
一
の
条
件
は
満
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

商
品
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ァ
拡
大
を
め
ぐ
る
競
争
で
商
品
販
売
量
の
増
加
が
一
定
量
を
こ
す
と
、
資
本
の
追
加
を
必
要
と
す
る
。
資

本
の
追
加
の
な
か
に
す
で
に
、
技
術
進
歩
・
資
本
の
有
機
的
構
成
高
度
化
の
要
因
を
可
能
性
と
し
て
内
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
促
進
要
因
と
を
、
け
っ
き
ょ
く
は
同
時
的
に
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
独
占
資
本
の
有
機
的
構
成
は
不

等
で
あ
る
か
ら
、
追
加
資
本
も
ま
た
不
等
で
あ
り
、
あ
た
え
ら
れ
た
超
過
利
潤
が
も
し
利
潤
率
の
不
均
等
性
を
残
す
と
す
れ
ぼ
、
そ

れ
は
や
が
て
独
占
資
本
問
に
新
生
産
方
法
の
採
用
に
よ
る
超
過
利
潤
か
く
と
く
の
た
め
の
新
た
な
る
競
争
を
よ
び
お
こ
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
競
争
は
ア
ウ
ト
サ
ィ
ダ
ー
や
外
国
独
占
資
本
の
介
入
す
る
場
合
に
は
い
っ
そ
う
は
げ
し
く
な
る
。
植
民
地
独
占
が
崩
壊
し
て
い

れ
ぼ
、
資
本
問
の
競
争
は
さ
ら
に
拍
車
を
か
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
戦
後
日
本
の
技
術
革
新
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
に
っ
い
て
レ
ー
ニ
ソ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
「
も
ち
ろ
ん
独
占
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
競
争
を
世
界
市
場
か
ら
完
全
に
ま
た
非
常
に
長
期
に
わ
た
っ
て
排
除
で
き
る

　
も
の
で
は
な
い
（
超
帝
国
主
義
の
理
論
の
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
と
の
理
由
の
一
っ
は
、
と
り
わ
げ
こ
の
占
一
に
あ
る
）
。
も
ち
ろ
ん
、
技
術
的
改
善

　
に
よ
っ
て
生
産
費
を
低
下
さ
せ
利
潤
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
変
化
が
う
な
が
さ
れ
る
。
だ
が
一
方
、
独
占
に
固
有

　
の
停
滞
と
腐
朽
化
と
の
傾
向
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
作
用
を
つ
づ
け
、
個
々
の
生
産
部
門
や
個
々
の
国
々
で
、
あ
る
一
定
期

　
問
、
勝
ち
を
制
す
る
。
と
く
に
、
広
大
な
、
富
裕
な
、
あ
る
い
は
位
置
の
よ
い
植
民
地
の
領
有
の
独
占
も
ま
た
、
同
じ
方
向
に
作

　
　
　
（
３
）

　
用
す
る
。
」

　
世
界
市
場
で
の
競
争
は
、
国
内
市
場
で
の
競
争
の
延
長
線
上
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
国
内
市
場
で
の
競
争
の
激
化
を
誘
発
す

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
　
二
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）

二
六
（
二
六
）

る
。　

第
一
と
第
二
の
条
件
は
、
現
実
に
は
相
互
に
か
ら
み
あ
っ
て
進
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
諸
過
程
が

進
行
す
る
な
か
で
、
独
占
段
階
に
お
い
て
も
ま
た
利
潤
率
傾
向
的
低
落
の
法
則
は
貫
徹
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
独
占
と
自
由
競
争
の
併
存
す
る
独
占
段
階
に
、
お
い
て
は
非
独
占
資
本
に
あ
っ
て
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化

が
、
同
時
に
剰
余
価
値
を
う
み
だ
す
可
変
資
本
要
素
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
平
均
利
潤
か
ら
の
独
占
的
超
過
利
潤
の

控
除
に
よ
っ
て
平
均
利
潤
率
は
い
．
っ
そ
う
低
下
す
る
。

　
独
占
資
本
に
あ
っ
て
は
、
一
方
で
は
資
本
の
集
積
・
集
中
に
よ
る
有
機
的
構
成
の
飛
躍
的
高
度
化
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
に
た
い
し

て
、
他
方
で
は
、
可
変
資
本
構
成
比
の
低
下
に
と
も
な
う
剰
余
価
値
量
の
相
対
的
低
下
、
お
よ
び
杜
会
的
総
資
本
．
総
商
品
生
産
に

し
め
る
非
独
占
諸
階
層
の
比
重
の
不
断
の
低
下
、
す
な
わ
ち
独
占
的
超
過
利
潤
（
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
）
の
源
泉
と
し
て
の
平
均

利
潤
総
額
の
相
対
的
減
少
、
労
働
者
階
級
に
上
る
杜
会
的
低
抗
の
強
化
が
お
こ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
総
じ
て
長
期
変
動
の
な
か

で
不
可
避
的
に
独
占
利
潤
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
利
潤
率
傾
向
的
低
落
の
法
則
は
独
占
段
階
に
お
い
て
も
止
揚
さ
れ
な
い
で
存
続

す
る
。
国
家
独
占
は
、
頑
強
た
必
然
性
を
も
っ
て
貫
徹
す
る
、
こ
の
中
心
法
則
に
た
い
す
る
、
独
占
資
本
の
最
後
の
、
か
つ
望
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

き
抵
抗
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
資
本
主
義
発
展
の
自
然
史
的
過
程
な
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』
（
国
民
文
庫
版
）
　
一
四
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
　
レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
　
一
四
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
レ
ー
ニ
ソ
、
前
掲
書
、
　
一
四
ニ
ベ
ー
ジ
。



ｗ
　
因
家
独
占
へ
の
移
行
の
中
心
法
則

　
わ
れ
わ
れ
が
、
通
常
・
独
占
形
態
と
し
て
あ
げ
て
い
る
カ
ル
テ
ル
・
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
・
ト
ラ
ス
ト
．
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
等
は
、
資
本

の
集
積
・
集
中
の
部
面
と
商
品
生
産
・
流
通
の
都
面
と
に
再
構
成
し
て
、
そ
れ
ら
の
独
占
へ
の
関
与
の
様
式
を
あ
き
ら
か
に
し
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ト
ラ
ス
ト
・
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
は
株
式
制
度
・
参
与
制
度
の
基
礎
上
に
成
立
す
る
資
本
集
中
の
形
態
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
新
資
本
の

形
成
だ
け
で
な
く
、
か
で
む
集
賛
ぎ
か
わ
資
本
を
さ
ら
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
規
模
を
同
一
生
産
部
面
（
ト
ラ
ス
ト
）
ま

た
は
異
種
生
産
部
面
問
（
「
一
ソ
ッ
ヱ
ル
ソ
）
で
巨
大
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
零
細
株
式
へ
の
有
価
証
券
の
分
散
化
は
、
独
占
資
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
て
相
対
的
に
よ
り
す
く
な
い
資
本
参
加
で
杜
会
的
所
有
を
私
的
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
。
た
ぜ
な
ら
ぼ
、
私
的
所
有

と
は
他
者
の
意
志
の
支
配
領
域
を
た
が
い
に
排
除
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
自
己
の
意
志
の
支
配
領
域
に
お
く
こ
と
で
あ
り
、

排
他
的
性
貫
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
分
散
し
た
群
小
株
主
は
本
来
の
資
本
家
た
る
大
株
主
に
た
い
し
て
、
み
ず
か
ら
を
結
集
し
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
資
本
の
支
配
関
係
が
発
生
し
、
そ
の
所
有
と
管
理
、
運
用
と
の
分
離
が
は
じ
ま
る
。
資
本
の
集
積
．

集
中
か
一
定
の
発
展
度
に
た
っ
す
れ
ぱ
、
そ
こ
に
独
占
的
支
配
力
が
形
成
さ
れ
発
展
す
る
。
ト
ラ
ス
ト
・
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
は
資
本
独

占
（
支
配
力
）
の
根
源
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
独
占
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
資
本
独
占
が
独
占
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
延
長
線

上
に
商
品
生
産
・
流
通
の
独
占
が
展
開
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
く
し
て
は
資
本
の
自
己
増
殖
が
実
現
し
え
な
い
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
ゼ

あ
る
。
独
占
資
本
は
資
本
主
義
的
商
品
生
産
・
流
通
の
部
面
で
は
、
さ
き
の
資
本
参
加
の
場
合
と
は
異
り
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

独
占
商
品
が
す
く
な
く
と
も
同
一
生
産
部
面
に
お
い
て
優
勢
な
地
位
、
す
く
な
く
と
も
過
半
数
を
し
め
て
い
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
　
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
　
二
八
）

な
ぜ
な
ら
ぱ
、
そ
こ
で
は
同
一
の
使
用
価
値
を
も
っ
商
品
は
価
値
に
お
い
て
は
同
質
で
あ
り
、
消
費
１
１
需
要
に
た
い
し
て
　
　
そ
れ

が
た
と
え
独
占
資
本
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
非
独
占
資
本
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
非
独
占
資
本
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
　
　
ま
っ
た
く

同
等
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
商
品
は
等
価
の
交
換
法
則
に
し
た
が
っ
て
お
り
、
商
品
所
有
者
問
の
相
互
関
係
は
ブ
ル
ジ
ヨ

ァ
的
平
等
の
原
則
に
よ
っ
て
っ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
独
占
商
品
が
商
品
生
産
・
流
通
の
部
面
に
お
い
て
、
す
く
な
く
と

も
過
半
数
を
し
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
相
当
す
る
資
本
を
独
占
体
が
あ
ら
か
じ
め
擁
す
る
こ
と
、
こ
れ
す
な
わ
ち
、
上
述
の
、

資
本
の
集
積
・
集
中
が
一
盾
小
発
昆
度
に
達
す
る
た
め
の
質
量
結
節
線
を
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
カ
ル
テ
ル
・
シ
ソ
ジ
ヶ
ー
ト
が
独
占
商
品
の
生
産
・
流
通
の
部
面
に
お
げ
る
独
占
的
支
配
の
形
態
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
移

態
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
部
面
を
支
配
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ヵ
ル
テ
ル
・
シ
ソ
ジ
ヶ
ー
ト
が
、
た
と
え
ぼ
生
産
ヵ
ル
テ
ル
、
販
売
カ
ル

テ
ル
に
分
化
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
さ
き
の
モ
デ
ル
で
は
、
独
占
商
品
の
供
給
が
需
要
と
一
致
す
る
か
、
あ

る
い
は
増
加
し
て
あ
ら
た
に
需
要
を
啓
開
す
る
ヶ
ー
ス
を
例
に
あ
げ
て
説
明
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
需
要
の
側
か
ら
減
退
が
お

こ
っ
て
供
給
過
剰
に
な
る
ヶ
ー
ス
が
し
ぽ
し
ぱ
お
こ
る
。
た
と
え
ば
恐
慌
や
生
産
の
慢
性
的
過
剰
等
々
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
場
合
に
は
市
場
価
格
が
下
落
し
て
、
も
し
そ
の
ま
ま
供
給
を
っ
づ
け
れ
ば
、
販
売
ヵ
ル
テ
ル
の
協
定
は
う
ち
破
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

も
し
独
占
資
本
が
協
定
を
維
持
し
た
い
と
望
む
な
ら
ぱ
、
生
産
ヵ
ル
テ
ル
を
む
す
ん
で
需
要
に
見
合
う
よ
う
に
、
操
業
短
縮
１
１
生
産

制
限
を
お
こ
な
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
独
占
資
本
が
非
独
占
商
品
と
の
市
場
競
争
で
相
手
方
に
破
減
的
打
撃
を
あ
た

え
る
た
め
に
、
一
時
的
に
せ
よ
販
売
ヵ
ル
テ
ル
の
威
力
を
発
揮
し
て
、
非
独
占
商
品
の
費
用
価
格
以
下
に
ま
で
独
占
価
格
を
引
下
げ

る
こ
と
も
し
ぼ
し
ぼ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
独
占
資
本
が
独
占
利
潤
（
独
占
的
超
過
利
潤
）
を
か
く
と
く
す
る
に
は
、
ヵ
ル
テ
ル
．

シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
お
よ
び
ト
ラ
ス
ト
・
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
等
の
独
占
雅
態
を
駆
使
し
て
資
本
の
集
積
・
集
中
と
商
品
生
産
．
流
通
の
部
面



へ
の
一
定
の
ひ
ろ
が
り
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
１
独
占
が
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
促
進
要
因
と
を
不
可
分
の

関
係
に
お
い
て
も
た
ざ
る
を
え
な
い
必
然
性
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
独
占
利
潤
率
も
ま
た
平
均
利
潤
率
と

お
淀
じ
く
傾
向
的
低
落
の
法
則
に
－
し
た
が
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
独
占
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
は
独
占
段
階
に
お
げ
る
生
産
力
と
生
産

関
係
と
の
矛
盾
の
べ
っ
の
表
現
に
ー
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
独
占
資
本
が
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
え
な
い
か
ぎ
り
、
私
的
独
占
に
・
か
わ

っ
て
、
こ
ん
ど
は
そ
の
延
長
線
上
に
国
家
独
占
が
登
場
す
る
。

　
国
家
独
占
、
そ
れ
は
白
由
競
争
の
段
階
に
－
お
け
る
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
独
裁
一
般
の
国
家
（
総
資
本
家
の
国
家
）
で
は
な
く
、
ほ
か

な
ら
ぬ
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
独
裁
の
国
家
（
そ
れ
は
私
的
独
占
体
の
失
恥
支
沁
を
意
味
す
る
）
が
独
占
体
と
む
す
び
っ
い
て
、
経
済
的
土
台

に
介
入
す
る
支
配
力
、
す
な
わ
ち
、
独
占
体
の
力
と
国
家
の
力
と
を
一
つ
の
機
構
に
む
す
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
支

配
力
で
あ
る
。

　
国
家
独
占
の
機
構
は
国
家
所
有
（
杜
会
的
総
資
本
の
約
２
０
％
、
独
占
資
木
の
４
０
％
）
・
国
家
市
場
（
杜
会
的
総
商
品
の
約
２
０
％
、
独
占
商
品
の

約
４
０
％
）
．
国
家
管
理
・
政
府
統
伽
・
調
整
と
い
う
一
定
の
連
鎖
か
ら
な
り
、
そ
の
な
か
の
主
要
な
環
は
生
産
関
係
と
し
て
の
国
家

所
有
で
あ
る
。
そ
の
他
の
個
々
の
環
は
国
家
所
有
を
基
礎
と
し
て
派
生
し
、
因
家
独
占
と
し
て
支
配
力
、
す
な
わ
ち
経
済
的
土
台
へ

の
反
作
用
の
う
え
で
必
要
な
手
段
で
あ
る
（
Ｋ
・
ツ
ィ
ー
シ
ヤ
ン
ク
、
Ａ
．
ア
ル
ズ
ー
マ
ニ
ャ
ン
や
構
造
改
革
論
者
の
誤
り
の
原
因
の
一
っ
は
、

生
産
関
係
ｎ
所
有
関
係
と
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
機
構
と
し
て
の
国
家
管
理
・
統
制
・
調
整
と
の
混
同
、
生
産
関
係
の
拡
張
解
釈
に
あ
る
）
。
　
国
家
独

占
の
機
構
が
関
与
す
る
（
反
作
用
す
る
）
部
面
は
、
独
占
利
潤
率
低
下
の
阻
止
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
非
常
に
大
き
た
ひ
ろ
が
り

を
も
っ
・
こ
の
よ
う
な
ひ
ろ
が
り
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
私
的
独
占
に
お
い
て
も
資
本
と
商
品
生
産
．
流
通
の
各
部
面
と
し

て
基
本
的
に
は
あ
た
え
れ
て
い
た
が
、
国
家
独
占
は
本
来
の
商
品
生
産
に
よ
る
剰
余
価
値
の
搾
取
を
迂
回
し
て
、
一
方
で
は
徴
税
．

　
　
　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
　
二
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
　
三
〇
）

　
関
税
等
の
方
法
で
国
民
所
得
の
直
接
的
吸
収
を
お
こ
な
い
、
他
方
で
は
そ
れ
を
補
給
金
・
助
成
金
の
か
た
ち
で
独
占
体
に
分
配
す
る
。

　
ま
た
、
国
家
消
費
市
場
（
民
需
よ
り
軍
需
へ
）
は
、
す
で
に
正
常
な
資
本
主
義
的
商
品
交
換
の
域
を
逸
脱
し
て
い
る
等
々
、
い
く
っ
か

　
の
新
し
い
徴
侯
を
し
め
し
て
い
る
。

　
　
国
家
独
占
が
、
経
済
的
土
台
に
お
け
る
商
品
市
場
を
迂
回
し
て
、
国
家
権
力
の
介
入
１
１
徴
税
権
の
発
動
に
よ
っ
て
租
税
の
か
た
ち

　
で
国
民
所
得
、
　
と
り
わ
げ
．
労
働
者
階
級
・
農
民
層
・
非
独
占
諸
階
層
（
非
独
占
資
本
・
小
商
品
生
産
・
家
内
労
働
者
）
の
所
得
を
収
奪

　
す
る
根
拠
は
、
基
本
的
に
は
さ
き
に
あ
げ
た
独
占
利
潤
率
を
傾
向
的
に
低
下
さ
せ
る
諸
要
因
に
た
い
す
る
反
作
用
と
し
て
説
く
こ
と

　
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
、
わ
た
く
し
が
と
く
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
私
的
独
占
の
基
礎
上
で
私
的
独
占
が
国
家
独
占
に
移
行

　
す
る
に
あ
た
っ
て
作
用
す
る
中
心
的
法
則
と
、
か
く
し
て
成
立
し
た
国
家
独
占
が
国
家
の
力
と
独
占
体
の
力
と
を
一
っ
の
機
構
に
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

．
す
び
っ
げ
て
作
用
す
る
支
配
力
と
の
、
す
な
わ
ち
目
的
と
手
段
と
の
区
別
と
統
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
占
資
本
の
集
積
・
集
中

　
の
発
展
は
独
占
利
潤
増
加
の
目
的
と
そ
の
目
的
達
成
の
手
段
（
国
家
独
占
）
と
を
同
時
に
生
み
だ
す
と
い
う
こ
と
、
私
的
独
占
の
内
在

　
的
矛
盾
と
全
般
的
危
機
の
諾
条
件
が
こ
の
目
的
の
実
現
を
制
約
す
れ
ば
、
不
可
避
的
に
手
段
の
な
か
に
国
家
権
力
が
介
入
す
る
こ
と
。

　
　
　
Ｆ
．
エ
ル
ス
ナ
ー
は
独
占
利
潤
の
八
っ
の
源
泉
か
ら
、
国
家
独
占
は
純
粋
に
経
済
法
則
か
ら
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

　
　
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
を
あ
た
え
て
い
る
。

　
　
　
『
こ
こ
に
記
し
た
独
占
利
潤
の
源
泉
（
八
っ
の
標
識
－
手
島
）
は
、
金
融
資
本
の
独
占
利
潤
を
純
粋
に
経
済
的
な
法
則
を
も
っ
て

　
　
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
望
み
な
き
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
初
期
資
本
主
義
の
と
き
と
同
様
に
、
資
本
主
義
の
没
落
期
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
．
ゲ
ヴ
ア
ル
ト

　
　
い
て
も
ま
た
、
強
力
が
決
定
的
役
割
を
演
ず
る
。
…
・
・
…

　
　
　
独
占
資
本
主
義
は
没
落
し
．
崩
壊
し
・
腐
朽
し
っ
っ
あ
る
資
本
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
資
本
主
義
の
「
正
常
な
」
機
能



が
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
１
も
な
る
。
資
本
主
義
は
そ
の
帝
国
主
義
段
階
に
お
い
て
循
環
の
破
壊
と
動
脈
硬
化
症
に
な
や

ま
さ
れ
て
い
る
。
血
液
は
そ
の
血
管
の
な
か
で
も
は
や
自
由
に
脈
打
っ
こ
と
が
で
き
な
い
。
資
本
主
義
は
恐
慌
の
み
な
ら
ず
、
杜

会
的
動
揺
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
痙
撃
に
よ
っ
て
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
容
態
の
主
人
公

と
な
る
た
め
に
、
資
本
主
義
は
、
そ
れ
が
か
っ
て
は
経
済
へ
の
影
響
を
か
た
く
戒
め
て
い
た
、
政
治
的
権
カ
に
避
難
所
を
も
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

る
よ
う
に
な
る
。
資
本
主
義
は
国
家
独
占
資
本
主
義
と
な
る
。
」

　
エ
ル
ス
ナ
ー
の
あ
げ
た
独
占
利
潤
の
八
つ
の
源
泉
の
う
ち
、
労
働
者
階
級
・
非
独
占
資
本
・
小
商
品
生
産
お
よ
び
植
民
地
で
の

搾
取
と
収
奪
は
、
す
で
に
国
家
独
占
以
前
に
も
存
在
し
て
い
た
方
法
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
国
家
独
占
に
お
い
て
と
く
に
顕
著
な
役

割
を
演
ず
る
方
法
と
し
て
は
、
　
「
関
税
・
租
税
・
助
成
金
・
補
助
金
に
ょ
っ
て
金
融
資
本
に
有
利
に
再
分
配
さ
れ
る
国
民
所
得
」

や
「
増
大
す
る
国
債
に
よ
っ
て
独
占
資
本
家
た
ち
の
占
有
に
帰
す
る
国
有
財
産
」
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
た
と
え
ぼ
、
徴
税
権
を
行
使
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
国
民
所
得
の
再
分
配
は
、
あ
き
ら
か
に
国
家
権
力
に
ょ
っ
て
、
資
本
主
義
的

商
品
生
産
と
流
通
の
圏
外
で
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
価
値
法
則
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
独
占
的

再
分
配
が
価
値
法
則
の
作
用
範
囲
を
な
ぜ
逸
脱
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
か
、
再
分
配
の
対
象
で
あ
る
国
民
所
得
は
資
本
主
義
的
商
品

生
産
の
所
産
で
は
な
い
の
か
、
ま
た
、
国
庫
か
ら
独
占
体
に
再
分
配
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
彫
成
さ
れ
る
国
家
消
費
市
場
と
資
本
市

場
、
等
々
に
つ
い
て
は
当
然
、
経
済
法
則
、
と
く
に
そ
の
中
心
的
法
則
か
ら
そ
の
必
然
性
を
解
明
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
エ
ル
ス
ナ
ー
の
指
摘
が
重
要
で
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
が
こ
こ
で
の
べ
て
い
る
の
は
国
家
独
占
の
手
段
の

説
明
で
あ
っ
て
、
法
則
的
必
然
性
の
論
証
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

さ
て
、
国
家
独
占
は
資
本
と
商
品
生
産
・
流
通
の
諸
都
面
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
か
っ
て
の
私
的
独
占
問
の
局
部
的
協
定
に
か

　
　
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界
（
手
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
　
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
三
二
）

わ
っ
て
、
杜
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
の
総
過
程
に
関
与
し
、
そ
の
な
か
で
独
占
体
の
集
積
・
集
中
を
た
す
げ
、
さ
ら
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
商
品
生
産
と
流
通
の
総
過
程
に
た
い
す
る
調
整
の
機
能
を
は
た
し
な
が
ら
、
窮
局
に
お
い
て
独
占
的
超
過
利
潤
の
か
く
と
く
に
１
寄

与
す
る
と
こ
ろ
に
－
そ
の
特
質
が
あ
る
。
国
家
独
占
の
機
構
と
そ
れ
が
は
た
す
機
能
の
複
雑
多
様
性
に
っ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
詳
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
国
家
独
占
の
役
割
を
大
づ
か
み
に
要
約
す
れ
ば
、
国
家
独
占
が
独
占
的
超
過
利
潤
の
か
く
と
く
に
直
接

む
き
だ
し
の
か
た
ち
で
寄
与
す
る
の
は
価
格
差
補
給
金
と
助
成
金
の
給
付
で
あ
る
。
資
本
集
中
の
部
面
で
は
、
低
利
貸
付
（
イ
ソ
フ

レ
ー
シ
ヨ
ソ
期
に
は
事
実
上
の
無
償
交
付
）
、
低
利
潤
率
企
業
の
国
有
化
、
都
市
銀
行
へ
の
信
用
供
与
、
商
品
生
産
・
流
通
部
面
で
は
国

家
市
場
（
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
期
の
配
給
公
団
や
恒
常
的
国
家
消
費
市
場
）
の
創
出
・
金
融
的
操
作
に
よ
る
生
産
調
整
・
国
家
的
価
格
統
制

（
商
品
価
格
と
賃
金
）
等
々
。
　
そ
し
て
国
家
独
占
は
い
ま
や
国
際
競
争
の
な
か
で
、
通
貨
管
理
・
為
替
１
１
貿
易
管
理
よ
り
さ
ら
に
す
す

ん
で
共
同
市
場
の
彫
成
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
国
家
独
占
機
構
の
連
鎖
の
主
要
な
環
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う

に
国
家
所
有
（
と
り
わ
げ
国
家
的
金
融
機
関
を
中
軸
と
す
る
国
有
企
業
）
で
あ
る
。

　
　
も
ち
ろ
ん
、
国
家
独
占
に
お
げ
る
官
僚
的
管
理
・
統
制
が
か
た
ら
ず
し
も
円
滑
に
、
し
か
も
計
画
的
に
そ
の
経
済
的
限
界
内
で

　
お
こ
な
わ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
の
限
界
を
逸
脱
す
る
こ
と
さ
え
し
ば
し
ば
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
た
え
ざ
る
動
揺
を
く

　
り
か
え
し
な
が
ら
す
す
め
ら
れ
る
管
理
・
統
制
が
む
し
ろ
常
態
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
相
対
的
独
自
性
を
も
つ
国
家
、
し

　
た
が
っ
て
ま
た
国
家
官
僚
層
が
独
占
体
の
利
害
と
か
な
ら
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
独
占
体
の
私
的
利
害
が
彼
ら
自
身
の
共
通
の
利
害

　
と
し
ば
し
ぼ
衝
突
す
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
経
済
的
土
台
が
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
た
め

　
に
、
経
済
過
程
が
官
僚
的
管
理
・
統
制
の
志
向
す
る
発
展
方
向
を
か
な
ら
ず
し
も
と
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
戦
時
・
戦

　
後
に
お
げ
る
経
済
統
制
が
国
内
市
場
全
体
に
。
及
ば
ず
、
利
子
引
下
が
市
場
拡
大
に
か
な
ら
ず
し
も
役
立
た
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い



　
は
ま
た
高
度
成
長
テ
ソ
ポ
が
、
ほ
と
ん
ど
予
想
を
裏
切
っ
て
進
行
す
る
等
々
。
そ
し
て
、
そ
の
た
び
に
独
占
体
の
政
府
は
、
管
理

　
．
統
制
の
修
正
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
等
々
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
げ
っ
き
よ
く
の
と
こ
ろ
客
観
的
に
作
用
す
る
経
済
法
則
に
ょ
っ

　
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
国
家
独
占
は
資
本
主
義
に
と
っ
て
全
能
の
救
済
手
段
で
は
あ
り
え
な
い
。
法
則
の
作
用
を
多
少
と
も

　
修
正
し
う
る
の
は
、
経
済
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
運
動
し
う
る
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
限
界
に
齢
砕
い
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な

　
わ
ち
、
独
占
体
の
国
家
が
自
己
の
掌
中
に
把
握
し
う
る
貨
幣
・
資
本
・
商
品
の
範
囲
、
お
よ
び
独
占
体
の
許
容
し
う
る
か
ぎ
り
で

　
の
、
独
占
資
本
の
物
質
的
支
配
領
域
に
限
定
さ
れ
る
。

　
国
家
独
占
の
私
的
独
占
に
た
い
す
る
こ
れ
ら
の
補
強
が
、
げ
っ
き
よ
く
の
と
こ
ろ
ゆ
き
っ
く
帰
結
は
っ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
国
家
独
占
は
私
的
独
占
に
お
い
て
す
で
に
は
ら
ん
で
い
た
独
占
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
促
進
要
因
と
の
二
者
対
抗

性
を
よ
り
高
い
次
元
１
１
最
後
の
次
元
で
拡
大
再
生
産
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
た
ん
に
利
潤
率
低
下
を
緩
和
す
る
作
用
を
す

る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
げ
っ
き
よ
く
は
利
潤
の
率
の
低
下
を
利
潤
の
絶
対
量
の
増
加
で
お
ぎ
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
。
利
潤
率
傾

向
的
低
落
の
法
則
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
由
競
争
か
ら
私
的
独
占
を
へ
て
国
家
独
占
に
い
た
る
あ
い
だ
に
、
そ
の
作
用
過
程
に

お
げ
る
諾
要
因
、
諸
条
件
（
た
と
え
ぼ
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ク
リ
ー
ゼ
）
の
複
雑
多
様
化
に
よ
っ
て
変
容
を
う
げ
つ
っ
も
貫
徹
す
る
と
こ

ろ
の
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
も
っ
と
も
中
心
的
な
．
も
っ
と
も
重
要
な
、
し
か
も
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
者
対
抗
性
を
も
っ

去
則
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
マ
ル
ク
ス
が
適
切
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
単
純
た
法
則
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
貫
徹
過
程
は

　
　
　
　
　
　
　
．
、
・
〔
い
る
。
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